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平成29年度の決算状況
11月のイベントのご案内
糖尿病の脅威から身を守ろう
八女の伝統工芸とNYがコラボ

秋の実りに感謝して
10 月 9 日㈫、長峰小学校 5 年生の児童 72 人が
米の収穫を行いました（19 ページに関連記事）
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歳
出
用
語

財
政
用
語
の
解
説

歳
入
用
語

　

平
成
29
年
度
は
、
財
源
の
重
点
的
な

配
分
を
行
い
、
少
子
高
齢
化
対
策
、
安

心
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
乳
幼

児
・
こ
ど
も
医
療
対
策
事
業
、
観
光
の

振
興
、
過
疎
対
策
や
定
住
促
進
な
ど
の

事
業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
額
は
、
歳
入

が
３
７
５
億
45
万
円
、
歳
出
が

３
６
０
億
８
１
２
０
万
円
、
差
引
き

14
億
１
９
２
５
万
円
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
翌
年
度
へ
繰
り
越
し
た
事
業
に

あ
て
る
財
源
２
億
６
４
５
１
万
円
を
差

引
き
、
実
質
収
支
で
11
億
５
４
７
４
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。
こ

の
内
か
ら
２
億
円
を
財
政
調
整
基

金
に
積
み
立
て
、
残
り
の
黒
字
額

９
億
５
４
７
４
万
円
を
平
成
30
年
度
の

財
源
に
充
当
し
ま
し
た
。

　

歳
入
の
内
訳
の
主
な
も
の
を

み
る
と
、
皆
さ
ん
の
納
め
た
市
税

が
歳
入
全
体
の
18
・
４
％
に
あ

た
る
68
億
９
８
７
６
万
円
、
地

方
交
付
税
は
33
・
７
％
に
あ
た

る
１
２
６
億
３
５
５
７
万
円
、
国

県
支
出
金
は
20
・
２
％
に
あ
た
る

75
億
６
７
７
７
万
円
で
、
自
主
財
源
が

32
・
７
％
、
依
存
財
源
が
67
・
３
％
と
な

り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
内
訳
の
主
な
も
の
を
金
額
の

大
き
い
順
に
目
的
別
に
み
る
と
、
民
生

費
が
最
も
高
く
１
２
３
億
７
６
７
９
万

円
で
全
体
の
34
・
３
％
を
占
め
て
い

ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
、
し
ょ
う
が

い
者
の
自
立
支
援
給
付
事
業
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
等
で
す
。
続

い
て
、
総
務
費
が
13
・
４
％
に
あ
た
る

48
億
４
１
３
８
万
円
、
土
木
費
が
11
・

５
％
に
あ
た
る
41
億
３
０
９
６
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

９
月
議
会
に
お
い
て
、
平
成
29
年
度

決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
比
率
お
よ

び
資
金
不
足
比
率
の
報
告
を
行
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
平
成
29
年
度
の
決
算
状

況
を
法
に
基
づ
き
全
国
統
一
の
指
標
と

し
て
計
算
し
た
も
の
で
、
基
準
を
超
え

た
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画
を
策
定

し
、
計
画
的
に
健
全
化
に
向
け
て
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

八
女
市
は
、
国
が
示
し
て
い
る
基
準

を
下
回
っ
て
お
り
、
地
方
公
営
企
業
の

資
金
不
足
も
生
じ
て
い
ま
せ
ん
。

◦
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て
は
、

普
通
会
計
（
一
般
会
計
・
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
費
特
別
会
計
・
矢
部
診

療
所
特
別
会
計
）
に
お
い
て
黒
字
で
あ

る
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。

◦
連
結
実
質
赤
字
比
率
「
－
」
に
つ
い
て

は
、
普
通
会
計
に
そ
の
他
の
特
別
会
計

を
含
め
た
数
値
が
黒
字
で
あ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
ま
す
。

◦
実
質
公
債
費
比
率
は
、
そ
の
年
度
の

標
準
財
政
規
模
に
対
し
て
起
債
（
借
金

）
の
返
済
額
（
公
営
企
業
分
や
一
部
事
務

組
合
の
起
債
を
含
む
）
の
割
合
を
出
し

た
も
の
で
す
。

◦
将
来
負
担
比
率「
－
」に
つ
い
て
は
、負

債
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が
負
債
額
を

上
回
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

（単位：％）■八女市財政の健全化判断比率
実質赤字

比率
連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

八女市 － － 8.9 －

早期健全化基準 12.50 17.50 25.0 350.0 

財政再生基準 20.00 30.00 35.0 

◉
市
財
政
の
健
全
化
判
断
比
率

（
下
表
）

◉
決
算
の
状
況

◉
歳
入
（
入
っ
た
お
金
）
の
内
訳

◉
歳
出
（
使
っ
た
お
金
）
の
内
訳

平成 29年度決算状況をお知らせします

市
税
…
皆
さ
ん
か
ら
市
に
納
め
ら
れ
る
お
金

地
方
交
付
税
…
所
得
税
な
ど
国
が
徴
収
し
た

税
金
の
中
か
ら
、
市
の
財
政
状
況
に
応
じ
て

交
付
さ
れ
る
お
金

国
県
支
出
金
…
事
業
な
ど
特
定
の
目
的
の
費

用
と
し
て
、
国
・
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金

市
債
…
大
き
な
事
業
を
行
う
た
め
に
、
国
や

金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ
る
お
金

民
生
費
…
高
齢
者
・
し
ょ
う
が
い
者
・
保
育

所
な
ど
の
福
祉
全
般
の
事
業
に
使
う
お
金

総
務
費
…
課
税
徴
収
・
住
民
窓
口
・
選
挙
・

統
計
な
ど
の
事
務
に
使
う
お
金

土
木
費
…
道
路
・
公
園
整
備
・
住
宅
管
理
な

ど
に
使
う
お
金

公
債
費
…
市
債
の
返
済
の
た
め
に
使
う
お
金

教
育
費
…
学
校
運
営
の
費
用
や
、
市
民
会
館

・
図
書
館
・
公
民
館
な
ど
教
育
全
般
に
使
う

お
金

農
林
水
産
業
費
…
農
業
・
林
業
等
の
振
興
に

使
う
お
金

衛
生
費
…
健
康
診
断
・
予
防
接
種
・
ご
み
回
収

な
ど
、健
康
で
衛
生
的
な
生
活
に
使
う
お
金

消
防
費
…
消
防
活
動
・
消
防
施
設
の
整
備
な

ど
に
使
う
お
金

商
工
費
…
商
工
業
・
観
光
の
振
興
に
使
う
お
金
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　本庁内に相談コーナー
を設け、移住定住に関す
る相談や問い合わせにワ
ンストップで対応しまし
た。また、本市の魅力、
住まいや仕事、さまざま
な支援施策の情報を専
用サイトやプロモーショ
ン動画等のツールを活用
しながら発信しました。
さらに、都市圏での移住
相談イベント参加や移住
体験（仕事付きの短期滞在）などの事業に取り組み
ながら移住定住促進を図りました。

Ｐｉｃｋ Uｐ！
平成 29 年度の主な事業

こんな仕事をしてきました

◦乗合タクシー運行事業…7,743 万円
◦コミュニティＦＭ放送局運営事業…2,475 万円
◦道路・河川改良事業…15 億 1,047 万円
◦防災対策事業…2,081 万円

快適で安全・安心な暮らしを支える
都市基盤づくりと都市機能

◦介護予防事業…6,240 万円
◦各種がん検診委託事業…6,753 万円
◦乳幼児・こども医療対策事業…1 億 5,808 万円
◦やめっこ夢祝金事業…3,217 万円
◦路線バス通学定期補助事業…1,157 万円

　各種がん検診の実施により、早期発見・早期治
療に結び付いています。また、自己負担額を一律
500 円にして受診者の経済的負担の軽減を図った
ことにより、子宮頸がん・前立腺がんの受診率が
向上しました。

少子・高齢社会に対応し、自分らしく、
安心して暮らせるまちづくり

PickUp! 各種がん検診委託事業

◦矢部地域振興事業…3 億 5,358 万円
◦八女材普及促進住宅資材助成事業…4,360 万円
◦プレミアム商品券助成事業…1,993 万円
◦新規創業者及び新事業展開補助事業…882 万円

地場産業・観光の振興と地域資源を
活かした新産業創出、雇用の確保

　矢部村に山村滞在施設「奥八女別邸やべのもり」
がオープンしました。大自然の中で、贅沢なプラ
イベート空間を確保した 7 棟の個性的な離れ宿
と、新鮮な地元食材を味わうことのできる優雅な
別棟レストランによりお客さまをお迎えします。

PickUp! 矢部地域振興事業

◦浄化槽設置整備事業…9,431 万円
◦道路河川愛護活動事業…547 万円
◦移住・定住支援センター事業…604 万円
◦マイホーム取得支援事業…3,635 万円
◦若年世帯家賃等支援補助事業…1,513 万円

人と自然にやさしく、暮らしやすい
生活空間づくり

　生活排水による公共用水域の水質汚濁を防止する
ため、浄化槽整備区域において、平成 29 年度から
専用住宅等の浄化槽設置者に対する補助金の増額を
行い、個人負担の軽減を図りました。

PickUp! 浄化槽設置整備事業

PickUp! 移住・定住支援センター事業

　本市への転入や転居による若年世帯の定住促進を
図るため、家賃や引っ越し費用を補助する制度を設
けました。

PickUp! 若年者家賃等支援補助事業
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会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険
事業費 104億6,901万円 102億5,469万円 2億1,432万円

簡易水道
事業費 4億8,825万円 4億8,284万円 541万円

住宅新築資金
等貸付事業費 1,272万円 9,987万円 △8,715万円

下水道事業 12億4,715万円 11億9,697万円 5,018万円

介護保険
事業費 75億9,750万円 72億9,867万円 2億9,883万円

後期高齢者
医療  10億773万円 10億663万円 110万円

農業集落
排水事業 　　7,116万円 7,009万円 107万円

矢部診療所 7,788万円 6,841万円 947万円

黒木町串毛
財産区 128万円 6万円 122万円

黒木町木屋
財産区 901万円 73万円 828万円

黒木町大淵
財産区 1,575万円 1,575万円 0万円

■平成29年度特別会計決算状況

平成 29年度決算状況をお知らせします

■一般会計市債・基金残高の推移

注：平成29年度までは決算、平成30年度は見込み
　市債(市の借金)の残高は、借入の抑制等により毎年度減
少し、平成30年度末には268億円となる見込みです。 基
金(市の貯金)の残高は、平成30年度末には179億円となる
見込みです。

（単位：億円）

268

300 290 281 273 270

186 179
218 218 219 203

25 26 27 28 29 30

350

300

250

200

150

100

50

基金残高

市債残高

◦まちづくり協議会等の
　育成・支援…2,607 万円
◦姉妹・友好都市交流事業…314 万円
◦住民票等のコンビニ交付事業…3,210 万円

　市民の利便性を高めるため、個人番号カ－ド
（マイナンバ－カ－ド）を使用して、全国のコン
ビニエンスストアで、住民票・印鑑登録証明書・
戸籍謄抄本および附票を発行できるシステムを
構築し、平成 30 年 2 月から利用できるようにな
りました。

市民とともに歩み、市民とともに
進めるまちづくり

PickUp! 住民票等のコンビニ交付事業

◦学力向上推進事業…9,132 万円
◦心と体の健康教育推進事業…2,040 万円
◦入学祝金事業…4,341 万円
◦給茶機設置事業…985 万円
◦八女市奨学金交付事業…894 万円
◦八女東部スポーツ公園
　　クラブハウス建設事業…1 億 5,146 万円

　市立学校で、現在「八女茶学」をとおして八
女茶が果たしてきた歴史・文化・健康等につい
て学んでいます。八女茶への親しみをさらに深
めるため、平成 29 年度に給茶機を全小中学校
等へ設置しました。

　八女東部スポーツ公園（グリーンフィールド
八女）への大規模サッカー大会およびサッカー
合宿等の誘致を推進するため、ドレッシングルー
ム（更衣室）やシャワー室等を備えたクラブハ
ウスを建設し、八女東部スポーツ公園の施設の
充実を図ることができました。

生きる力の育成と豊かな心を育てる
まちづくり

PickUp! 給茶機設置事業

PickUp! 八女東部スポーツ公園
クラブハウス建設事業

（年度）
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第
34
回
目
を
迎
え
る
「
八
女
矢
部

ま
つ
り
」。
今
回
も
楽
し
い
ス
テ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
、
矢
部
村
で
採
れ

た
新
鮮
野
菜
の
販
売
や
、
特
産
物
等
が

当
た
る
入
場
者
抽
選
、
宝
さ
が
し
、
卵

が
も
ら
え
る
コ
ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
な

ど
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん

で
す
（
今
年
は
お
茶
カ
フ
ェ
が
出
店
し

ま
す
）。
ま
た
、
矢
部
小
・
中
学
生
が

披
露
す
る
八
女
津
媛
神
社
に
古
く
か

ら
伝
わ
る
「
浮
立
」
の
舞
も
見
所
の
一

つ
で
す
。
山
里
の
秋
、
楽
し
さ
い
っ
ぱ

い
の
八
女
矢
部
ま
つ
り
に
、
ぜ
ひ
、
お

越
し
く
だ
さ
い
。

⃝

日
に
ち
＝
11
月
17
日
㈯
・
18
日
㈰

⃝

場
所
＝
矢
部
川
源
流
公
園

▽
11
月
17
日
㈯

◦
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
＆
セ
レ
モ
ニ
ー
農
林

産
物
品
評
会
表
彰
〈
10
時
～
〉

◦
八
女
消
防
本
部
音
楽
隊
演
奏
〈
11
時

～
〉
◦
も
ち
ま
き
大
会
〈
11
時
30
分
～
〉

◦
八
女
津
媛
神
社
浮
立
（
矢
部
小
中
学

生
）〈
13
時
～
〉
◦
公
卿
唄・木
挽
き
歌・

山
師
音
頭
（
矢
部
民
謡
を
伝
承
す
る

会
）〈
14
時
～
〉◦
郷
土
芸
能「
石
づ
き
」

〈
14
時
30
分
～
〉◦
宝
さ
が
し〈
15
時
～
〉

▽
11
月
18
日
㈰

◦
飯
干
太
鼓
〈
10
時
30
分
～
〉
◦
も
ち

ま
き
大
会
〈
11
時
～
〉
◦
ギ
タ
ー
演
奏

（
逆
瀬
川
剛
史
）〈
11
時
30
分
～
〉
◦

歌
と
踊
り
（
矢
部
村
文
化
連
盟
）〈
12

時
～
〉
◦
も
ち
ま
き
大
会
〈
13
時
～
〉

◦
ダ
ン
ス
（
ス
タ
ジ
オ
カ
ラ
ー
）〈
13

時
30
分
～
〉
◦
う
た
（
井
上
紗
矢
香
）

〈
14
時
～
〉
◦
郷
土
芸
能
「
石
づ
き
」

〈
14
時
30
分
～
〉◦
宝
さ
が
し〈
15
時
～
〉

▽
17
日
・
18
日
共
通

【
ふ
る
さ
と
自
慢
大
集
合
】

新
鮮
青
空
市
場
、
ふ
る
さ
と
の
味
コ
ー

ナ
ー
、
焼
き
芋
コ
ー
ナ
ー
、
生
涯
学
習

コ
ー
ナ
ー
、
農
林
産
物
品
評
会
即
売
会

（
18
日
㈰
15
時
～
）

【
チ
ャ
レ
ン
ジ
イ
ベ
ン
ト
】

特
産
物
が
当
た
る
入
場
者
抽
選
、
コ

ケ
ッ
コ
競
鶏
レ
ー
ス
、
重
さ
当
て
ク
イ

ズ
、
木
工
広
場
（
木
工
キ
ッ
ト
販
売
）

八
女
矢
部
ま
つ
り

　
錦
秋
、
色
あ
ざ
や
か
な
紅
葉

に
包
ま
れ
る
八
女
の
名
発
祥
の

地
、
八
女
津
媛
神
社
。
日
本
書

紀
に
そ
の
名
を
残
す
女
神
「
八

女
津
媛
」
に
見
守
ら
れ
、
歴
史

と
文
化
の
香
り
も
豊
か
な
こ
の
地

に
て
、
紅
葉
狩
り
、
境
内
散
策
、

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、
俳
句
・
短

歌
大
会
、
青
空
市
場
を
行
い
ま

す
。
な
お
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
お

よ
び
俳
句
・
短
歌
大
会
は
選
考

の
う
え
表
彰
を
行
い
ま
す
。
当
日

は
地
元
住
民
に
よ
る
手
作
り
郷

土
の
味
で
お
も
て
な
し
し
ま
す
。

⃝

期
日
＝
11
月
11
日
㈰
11
時
～

⃝

場
所
＝
矢
部
村
八
女
津
媛
神

社

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
栗
原
さ
ん
（
☎
４
７
・

２
０
７
３
）

八女の名、発祥の地
「八女津媛神社
もみじまつり」

　詠題「秋（秋に関すること）」ま
たは自由。八女津媛神社の投句箱
か官製ハガキやファクス、Ｅメール
で投句（自作未発表の作品）してく
ださい。住所・氏名・電話番号を明
記ください。（※匿名やペンネーム

の応募、連絡先不明の作品は表彰
の対象になりません）
◦応募締切＝11月30日㈮※当日消
印有効◦結果発表＝12 月上旬。入
選者には主催者から通知、賞品とし
て地元の農産物を進呈

八女津媛神社もみじまつり「俳句・短歌大会」作品募集

◦問い合わせ＝もみじまつり実行委員会事務局 栗原悠次さん
　（☎ 47・2073 ／ O33・6055）q yuji@e-yamecha.com

11/11
㈰

11/17㈯
～18 ㈰

矢部川源流公園
（矢部村北矢部

字鬼塚）

11月18 日㈰
9 時 30 分～ 16 時
元笠原小学校跡

第
33
回
笠
原
ま
つ
り

だ
っ
で
ん
祭

だご汁、いもまんじゅう、ヤマメ
の塩焼き、焼き鳥など、笠原な
らではのソウルフード。タカッポ
酒を飲みながら、ステージイベン
トをお楽しみください。

◦主催：笠原まつり実行
委員会◦案内：日野さん

（☎ 090・4345・1571）

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
支
所
建
設
経

済
課
（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

11
月
の 

イ
ベ
ン
ト
の
ご
案
内
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八女市岩戸山歴史文化交流館「いわいの郷」
開館３周年記念イベント
今年 11 月に開館３周年を迎えるにあたり、記念イベントを開催します。

　映画製作・上映にあたり、多くの皆さまにご協力いただき、
ありがとうございました。製作・上映応援券をお持ちの人でまだご覧になっ
ていない人や、応援券をお持ちでない人でも、下記日程で上映会を開催し
ますのでぜひご覧ください。

※製作・応援券の有効期限が 12 月末日となっていますが、2019 年 3 月末
まで利用できます。
※製作・上映応援券をお持ちでない人も当日受付で対応します。
◦問い合わせ＝映画「野球部員、演劇の舞台に立つ！」
  製作 - 配給委員会・上映を勧める会（☎＆O 24・9061）

上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

日にち 会　場 時　間 映　像
 11 月11日㈰

おりなす八女

14 時～ 通常版
  2 月  3 日㈰ 14 時～ 英語字幕

  3 月17 日㈰
14 時～

バリアフリー版（日本語字
幕および視覚障害の人への
イヤホン貸出）

17 時～ 通常版

まだご覧に
なっていない
人は、ぜひ！映画「野球部員、演劇の舞台に立つ！」　　　上映会八女市

昔
あ
そ
び
体
験

11
月
11
日
㈰

【①おりがみ教室】 　◦時間＝10 時～ 12 時◦参加費＝100 円　
企画展にちなみ、折り紙でかわいらしい動物たちを作ります。 【①～⑥共通事項】

◆対象＝どなたで
も（小学３年生以
下は保護者同伴）

◆定員＝各 20 人
　（先着順）

◆申込＝八女市岩
戸山歴史文化交流
館「いわいの郷」へ 
電話かファクスで

（☎ 24・3200 ／　
　O 24・3210）

【②現代版あんぜんな昔遊び】　◦時間＝ 13 時 30 分～ 15 時 30 分◦参加費＝ 300
円／「ふるさと子供グラフティ」著作で有名な原賀隆一さん（熊本市在住）を招き、
紙トンボや笛などいろんなものを安全に作れる方法を学びます。

11
月
17
日
㈯

【③竹で作る昔遊び】　◦時間＝10 時～ 12 時◦参加費＝ 300 円
竹笛、紙鉄砲など竹を使った遊び道具を作って、みんなでゲームを楽しもう。

【④こまの色ぬり＆こま回し】　◦時間＝13 時 30 分～ 15 時 30 分◦参加費＝ 500 円
／隈本木工所（吉田）の指導で、色ぬりと芯打ちといった昔から続くこまの作り方を
体験します。完成したら自分のこまを回せるように練習して遊びます。

11
月
25
日
㈰

【⑤凧をつくって古墳で遊ぼう】　◦時間＝10 時～ 12 時◦参加費＝ 200 円
竹ヒゴを組んで、凧の骨の部分をつくり、思い思いの絵を描いた紙を貼りつければ完
成。岩戸山古墳広場で凧あげをします。

【⑥昔から伝わるおもちゃ遊び】　◦時間＝13 時 30 分～ 15 時 30 分
◦参加費＝ 300 円／自然案内人の生田哲朗さん（福岡市在住）の指導で、とんとん
紙相撲、知恵の輪、体操人形など昔から伝わるおもちゃを作って遊びます。

記
念
講
演
会

11
月
24
日
㈯

【八女古墳群における石人～その変遷と葬祭儀礼とのかかわり～】
◦時間＝13 時 30 分～ 15 時 20 分
◦講師＝福岡大学名誉教授 小田富士雄さん

事前申込必要、定
員 150 人（先着順）

企
画
展

【石と埴輪の動物たち】
古墳時代、人々の身近にはどんな動物がいたのでしょうか。
古墳時代の動物たちを石と埴輪で比べてご覧ください。

入場
無料

入場
無料
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糖
尿
病
は
今
や
世
界
の
成
人
人
口
の

お
よ
そ
８
・
８
㌫
と
な
る
４
億
１
５
０

０
万
人
が
抱
え
る
病
気
で
す
。
年
間
に

５
０
０
０
万
人
以
上
が
糖
尿
病
を
引
き

超
こ
し
、
合
併
症
な
ど
が
原
因
で
死
亡

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
世
界
の
ど
こ
か

で
６
秒
に
１
人
が
糖
尿
病
に
関
連
す
る

病
で
命
を
落
と
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ま
ま
進
む
と
世
界

の
糖
尿
病
は
２
０
４
０
年
に
は
約
６
憶

４
２
０
０
万
人
（
２
０
１
４
年
比
55
・

０
㌫
増
）
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
、
糖

尿
病
の
診
断
の
遅
れ
は
合
併
症
の
発
症

リ
ス
ク
を
高
め
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
糖
尿
病
患
者
の
増
加
は
、
世

界
の
糖
尿
病
治
療
と
合
併
症
管
理
に
か

か
る
医
療
費
を
引
き
上
げ
、
世
界
経
済

を
圧
迫
す
る
と
も
い
わ
れ
、
一
方
で
2

型
糖
尿
病
（
※
）
の
発
症
予
防
に
よ
り
、

世
界
中
の
医
療
費
が
11
％
削
減
可
能
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

糖
尿
病
の
恐
さ
は
、
重
症
化
す
る
ま

で
ほ
と
ん
ど
自
覚
症
状
が
な
く
、
気
づ

い
た
と
き
に
は
合
併
症
が
進
行
し
て
い

る
点
に
あ
り
ま
す
。
血
糖
値
が
高
い
状

態
が
慢
性
的
に
続
く
（
糖
化
）
と
、
血

液
成
分
と
血
糖
の
結
合
が
進
み
ま
す
。

例
え
ば
赤
血
球
中
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ

が
糖
化
し
た
も
の
が
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａエ
ー

１ワ
ン
ｃシ
ー
で
、
６
・
５
％
を
超
え
る
と
糖
尿

病
が
強
く
疑
わ
れ
ま
す
。

　

糖
化
し
た
血
液
成
分
は
全
身
を
め

ぐ
っ
て
微
小
な
血
管
を
傷
つ
け
る
た
め
、

網
膜
症
・
腎
症
・
神
経
障
害
な
ど
の
様
々

な
合
併
症
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
重
い
合

併
症
か
ら
足
が
壊え

疽そ

を
起
こ
し
、
切
断

に
至
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
は
よ
く
知

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
失
明
の
原

因
の
第
１
位
、
慢
性
腎
不
全
か
ら
人
工

透
析
に
至
る
原
因
の
第
１
位
が
い
ず
れ

も
糖
尿
病
で
あ
る
こ
と
も
知
っ
て
お
か

ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
脳
梗
塞
や
心
筋
梗

塞
等
の
循
環
器
病
、
歯
周
病
、
認
知
症

に
も
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

同
じ
調
査
で
糖
尿
病
が
強
く
疑
わ
れ

る
人
の
う
ち
、
病
院
で
治
療
を
受
け
た

こ
と
が
な
い
、
も
し
く
は
継
続
で
き
て

【※ 2 型糖尿病】インスリンの作用不足により、血糖値が慢性に高くなる糖尿
病の一つ。糖尿病の 90％以上を占め、食生活、運動不足等の環境要因により
引き起こされます。

世
界
で
６
秒
に
１
人
の
命
を
奪
う

重
症
化
す
る
ま
で
自
覚
症
状
な
し

恐
い
さ
ま
ざ
ま
な
合
併
症

11
月
14
日
は
「
世
界
糖
尿
病
予
防
デ
ー
」

糖
尿
病
の
脅
威
か
ら
身
を
守
ろ
う

　全受診者 4,672 人のうち、糖尿病型
〔ヘモグロビン A1c が 6.5㌫以上、空腹
時血糖 126mg/dl 以上、糖尿病治療者

（問診による内服者）〕は 471人（10.1㌫）
でした。
　さらに尿検査で蛋白尿が（±）以上だっ
た人、または、eGFR（糸球体ろ過量推
算値）が 30ml/ 分 /1.73m2 などの糖尿
病性腎症が疑われる人は 108 人（糖尿
病型のうちの 22.9㌫）にみられました。
　このように糖尿病から腎臓の機能が
低下していくと、血液をろ過して尿を作
ることができなくなり、人工透析に進行
することにもなりかねません。

【八女市の糖尿病の現状】第 2 期八女市保健事業実施計画 ( データヘルス計画 ) より
八女市でも受診者の10人に１人が糖尿病

471人（10.1％）
が糖尿病の心配が
あります

さらにその中の
108 人が糖尿
病性腎症が疑
われます！

日本糖尿病協会マスコット
キャラクター「マールくん」

特定健診
受診者
4672 人

▼平成 28 年度特定健診結果における
糖尿病重症化予防の実態
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い
な
い
人
の
割
合
は
、
約
4
割
を
占
め

て
い
る
の
が
現
状
で
す
（
平
成
23
年
国

民
健
康
・
栄
養
調
査
）。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ
た
特
定

健
診
・
特
定
保
健
指
導
は
、
糖
尿
病
の

発
症
リ
ス
ク
を
高
め
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
着
目
し
、
糖
尿
病
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
の
一つ
と
し
て
い
ま
す
。

　

特
定
健
診
の
血
液
検
査
の
中
に
は
、

糖
尿
病
や
そ
の
予
備
群
か
ど
う
か
を
見

る
た
め
に
、「
空
腹
時
血
糖
」
の
検
査
や

「
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
Ａ
１
ｃ
」
の
糖
代
謝
を

見
る
検
査
、
尿
検
査
で
も
尿
糖
や
蛋
白

尿
が
出
て
い
な
い
か
に
よ
っ
て
、
糖
尿

病
か
ら
の
重
症
度
を
確
認
で
き
る
検
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
末
ま
で
（
集
団
健
診
は
12
月

3
日
ま
で
）
が
受
診
期
間
で
す
。
早
め

に
特
定
健
診
を
受
診
し
、
血
糖
値
が
高

め
と
言
わ
れ
た
ら
、
運
動
不
足
や
過
食

な
ど
の
生
活
習
慣
や
肥
満
の
改
善
に
努

め
、
糖
尿
病
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
大

切
で
す
。
ま
た
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る

と
言
わ
れ
た
ら
、
か
か
り
つ
け
の
病
院

な
ど
を
受
診
し
、
早
期
に
治
療
を
始
め

る
こ
と
が
肝
心
で
す
。

　

現
在
治
療
中
の
人
も
、
重
症
化
を
防

ぐ
た
め
に
治
療
を
中
断
す
る
こ
と
が
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◦問い合わせ＝健康推進課保健指導係　
（☎２３・１３５２）

　11 月に入り、身体を動かすにはとて
もよい気候になりました。運動不足や食
べ過ぎは、内臓脂肪が溜まり生活習慣
病の原因となります。この教室を運動習
慣を身につけるきっかけにして肥満を解
消してみませんか。
◦教室の詳細＝べんがら村のトレーニン
グ室を３か月間で最大 10 回利用するこ
とができます。営業時間の間で、希望す
る日程・時間帯にご利用ください。
※なお、10 回の利用とは別に、開始と
終了時に教室の説明や運動実践などを
行いますので必ずご参加ください。
◦対象者＝ 20 歳～ 64 歳までで、平成
30 年度の健診結果が肥満に該当する
人。
※肥満（ＢＭＩ25 以上、または腹囲男
性 85㌢以上、女性 90㌢以上）
◦期間＝ 12 月３日㈪～ 2 月 28 日㈭
◦定員＝ 20 人（※１人１回限りの参加
となります。肥満解消短期チャレンジま
たは第 1・2 期に参加された人は参加で
きません）
◦申込受付＝ 11 月 27 日㈫まで　
※申し込みの際、対象者に該当している
か確認をします。市の特定健診以外の
健診を受けた人はお手数ですが、健康
推進課窓口まで健診結果をご持参くだ
さい。
◦申込・問い合わせ＝健康推進課保健
指導係（☎２３・１３５２）

糖
尿
病

連
携
手
帳
を

お
渡
し
し
て

い
ま
す

特
定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

疑
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
た
ら

早
期
治
療
を

　特定健診の結果で保健指導が必要な人で、ヘモグロ
ビンＡ１ｃが６. ５㌫以上の人には、自分の糖尿病でのか
かりつけ医を中心として、眼科医、歯科医、専門医、薬局、
保健師、ケアマネージャーが連携して重症化を予防して
いけるための「糖尿病連携手帳」をお渡ししています。
　基本情報、かかりつけ医等、検査結果、眼科・歯科、
合併症関連検査、療養指導の記録、などが記録でき、
情報を共有できるようになっています。

第３期 スリムＵＰ
チャレンジ参加者募集

運動習慣を身につけ、肥満解消！
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「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
滞
納
!! 

県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」
で
す

税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　
～
わ
す
れ
て
い
ま
せ
ん
か
、「
納
税
」
を
～

　

八
女
市
で
は
、
福
岡
県
お
よ
び
県
内

市
町
村
と
連
携
し
、
個
人
住
民
税
を
は

じ
め
と
す
る
地
方
税
の
徴
収
率
の
向
上

と
滞
納
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
12
月
を

「
県
下
一
斉
徴
収
強
化
月
間
」（
取
組
期
間

は
11
～
12
月
）
と
位
置
づ
け
、
県
下
一
斉

に
広
報
に
よ
る
納
税
推
進
、
滞
納
者
に

対
す
る
催
告
の
強
化
、
差
押
え
や
タ
イ
ヤ

ロ
ッ
ク
、
捜
索
な
ど
の
滞
納
処
分
の
強
化

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
徴
収
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
納
め
忘
れ
の
税

金
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◦
八
女
市
の
取
り
組
み
＝
差
押
え
・
タ
イ

ヤ
ロ
ッ
ク
・
捜
索
等
滞
納
処
分
の
強
化

◦
日
程
＝
12
月
15
日
㈯

◦
会
場
＝
広
川
町
産
業
展
示
会
館

◦
そ
の
他
公
売
会
＝
ヤ
フ
ー
官
公
庁
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
に
参
加
予
定

　

滞
納
を
放
置
せ
ず
、
一
緒
に
考
え
ま

し
ょ
う
。
災
害
や
事
業
の
休
廃
業
、
失

業
、
本
人
や
家
族
の
疾
病
等
の
特
殊
な

事
情
が
生
じ
た
た
め
に
市
税
を
一
時
に
納

付
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
、
分
割
納

付
な
ど
の
方
法
で
納
付
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

 

八
女
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
収

入
不
足
や
借
金
問
題
な
ど
の
金
銭
的
問

題
で
納
税
が
困
難
な
人
を
対
象
に
、
フ
ァ

イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
（
以
下
、「
Ｆ

Ｐ
」。）
に
よ
る
無
料
納
税
相
談
を
行
っ
て

い
ま
す
。ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
全
般
を
見
直
し
、

安
定
し
た
生
活
お
よ
び
計
画
的
な
納
付

に
結
び
つ
け
る
方
向
性
を
一
緒
に
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
過
払
金
の
発
生
が
分
か
り
、
過
払
金

請
求
に
つ
な
が
っ
た
。

▽
家
族
全
員
の
収
支
を
見
直
し
、
無
駄

な
支
出
を
抑
え
、
借
金
の
返
済
や
納
税

に
つ
な
が
っ
た
。

▽
年
金
受
給
資
格
を
確
認
し
、
年
金
が

受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

▽
ロ
ー
ン
を
見
直
し
、
毎
月
の
返
済
額
が

下
が
っ
た
分
で
納
税
に
つ
な
が
っ
た
。

◦
相
談
件
数
＝
74
件

◦
過
払
い
金
返
還
額
＝

　

１
０
０
９
万
９
８
７
３
円

◦
Ｆ
Ｐ
相
談
者
に
よ
る
納
付
額
＝

　

１
６
７
２
万
８
１
８
６
円

◆
納
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
＝
税
金
の

種
類
に
応
じ
て
、
八
女
市
税
務
課
納
税
推

進
係
ま
た
は
県
税
事
務
所
の
収
納
窓
口
と

な
り
ま
す
。
必
ず
納
税
通
知
書
等
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◦
八
女
市
税
務
課
納
税
推
進
係

（
☎
２
３・２
６
６
６
）
※
直
通

◦
福
岡
県
筑
後
県
税
事
務
所

（
☎
０
９
４
２・５
２・５
１
３
１
）
※
代
表

平
成
29
年
度
Ｆ
Ｐ
相
談
が

改
善
に
つ
な
が
っ
た
事
例

南
筑
後
地
区  

県
・
市
町
合
同
公
売
会

差
押
え
を
受
け
る
前
に
相
談
を

■平成 29 年度差押えによる徴収額（自主納付含む）　　　　　　　（単位 :円）

預貯金 不動産 動産
（捜索）

国税
還付金 生命保険 給与 賃料等

25,042,635 19,953,395 16,980,408 1,453,757 15,272,743 17,762,304 2,616,435

■平成 29 年度差押え件数

預貯金 不動産 動産
（捜索）

国税
還付金 生命保険 給与 賃料等

377 12 49 25 70 93 14

月は12

消費税・軽減税率制度についての説明
を含む説明会を行います。

年末調整説明会

日時 会場
11 月 13 日㈫ おりなす八女
11 月 14 日㈬ サザンクス筑後

◦問い合わせ＝八女税務署（☎２３・
５１９１）

時間は両日とも13 時から

　
11
月
11
日
か
ら
17
日
は
税
を
考

え
る
週
間
で
す
。
税
の
役
割
等
に

つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
詳

し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp

）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

税
を
考
え
る
週
間
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
お
よ
び
地
方

税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど
の
社
会

保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税
所
得
か
ら
控
除
さ

れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
30
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
の
全
額
で

す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納
さ
れ
た
保
険
料
も
含

ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
自
身
の
保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
ご

家
族
（
配
偶
者
や
お
子
さ
ん
な
ど
）
が
負
担
す
べ

き
国
民
年
金
保
険
料
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
、
そ

の
保
険
料
も
合
わ
せ
て
控
除
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
中
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
に
つ
い
て
、
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
を
す
る
と
き

に
、
領
収
証
書
な
ど
保
険
料
を
支
払
っ
た
こ
と
を

証
明
す
る
書
類
の
添
付
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◦
控
除
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま
で
の
間

に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
人
に
は
、
11

月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
「
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ

る
予
定
で
す
。
申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ

の
証
明
書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
（
９
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け
て
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ

れ
た
一
部
の
人
に
は
、
11
月
中
頃
旬
に
送
ら
れ
る

予
定
で
す
）。

　

ま
た
、
平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
間
に
、
今
年
は
じ
め
て
国
民
年
金
保
険
料

を
納
め
ら
れ
た
人
へ
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に
送

ら
れ
る
予
定
で
す
。

　

税
法
上
と
て
も
有
利
な
国
民
年
金
は
、
老
後
は

も
ち
ろ
ん
不
慮
の
事
故
な
ど
万
一
の
と
き
に
も
心

強
い
味
方
と
な
る
制
度
で
す
。
保
険
料
は
納
め
忘

れ
の
な
い
よ
う
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
。

◦
年
金
相
談
・
手
続
き
の
際
は
、「
事
前
予
約
」
の

　
活
用
を
！

　

日
本
年
金
機
構
の
全
国
の
年
金
事
務
所
で
は
、

年
金
相
談
や
年
金
請
求
手
続
き
に
つ
い
て
、「
事

前
予
約
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
待
た
せ
時
間
の

少
な
い
「
予
約
相
談
」
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
相
談
希
望
日
の
１
か
月
前
か
ら
前
日
ま
で

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▽
申
し
込
み
の
際
は
、
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る

も
の
（
年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
）
を
ご
用
意

く
だ
さ
い
。

　

予
約
は
、全
国
共
通
の
予
約
専
用
受
付
電
話（
☎

０
５
７
０
・
０
５
・
４
８
９
０
）、
ま
た
は
、
お

近
く
の
年
金
事
務
所
に
電
話
（
久
留
米
年
金
事

務
所
お
客
様
相
談
室
予
約
電
話
☎
０
９
４
２
・
３

３
・
６
１
９
２
）
も
し
く
は
来
訪
時
に
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
国
保
年
金
係（
☎
２
３・

１
１
１
６
）

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
、

全
額
が
社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

11
月
９
日
か
ら
11
月
15
日
ま

で
の
１
週
間
、
全
国
一
斉
に
秋

季
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

　

11
月
に
な
り
、
肌
寒
い
時
季

に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん

の
家
庭
で
も
暖
房
器
具
を
準
備

さ
れ
た
と
こ
ろ
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ス
ト
ー
ブ

な
ど
火
気
を
取
り
扱
う
機
会
が

増
え
、
空
気
も
乾
燥
し
ま
す
の

で
、
火
気
を
使
用
す
る
際
は
そ

の
場
か
ら
離
れ
ず
、
目
を
離
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
点
検
を

　

ご
家
庭
に
設
置
の
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
正
常
に
作
動
し
ま

す
か
？

　

２
０
０
６
年
６
月
１
日
に
改

正
消
防
法
が
施
行
さ
れ
、
新
築

住
宅
は
建
築
時
に
、
既
存
住
宅

に
つ
い
て
も
２
０
０
８
年
（
一

部
は
２
０
１
１
年
）
ま
で
に
住

宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
耐
用

年
数
は
お
お
む
ね
10
年
で
す
。

一
度
点
検
を
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

設
置
し
て
か
ら
10
年
経
過

し
た
も
の
は
、
電
池
交
換
ま
た

は
機
器
本
体
の
交
換
を
行
い
ま

し
ょ
う
。

秋
季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
八
女
消
防
本
部
＝
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八女の伝統工芸がニューヨークとコラボ

Made in YAME 
PROJECT

　

八
女
の
伝
統
工
芸
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ボ
事
業
（M

ade 
inYAM

E PRO
JECT

）
が
10
月
５

日
㈮
か
ら
10
日
㈬
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
世
界
で
活
躍
す
る
デ
ザ

イ
ナ
ー
５
人
が
八
女
市
に
滞
在
し
、
八

女
の
さ
ま
ざ
ま
な
伝
統
工
芸
の
歴
史
や

技
を
学
び
、
そ
れ
を
生
か
し
て
新
し
い

作
品
を
作
り
上
げ
る
も
の
で
す
。
事

業
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美
術
館

Ｍモ

マ

ｏ
Ｍ
Ａ
が
連
携
し
、
採
用
さ
れ
た
優

秀
作
品
は
全
世
界
に
あ
る
Ｍ
ｏ
Ｍ
Ａ

シ
ョ
ッ
プ
に
て
「
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｅ 

Ｉ
Ｎ 

Ｙ
Ａ

Ｍ
Ｅ
」と
表
記
さ
れ
て
販
売
さ
れ
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
の
は
八

女
福
島
仏
壇
、
八
女
提
灯
、
八
女
石
灯

ろ
う
、
八
女
手
す
き
和
紙
、
八
女
和
独

楽
、八
女
矢
、久
留
米
絣
の
職
人
10
人
。

デ
ザ
イ
ナ
ー
た
ち
は
全
工
房
を
訪
問

し
、
職
人
の
技
を
間
近
で
見
て
、
職
人

と
意
見
を
密
に
交
わ
し
合
い
な
が
ら
作

品
の
イ
メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

　

最
終
日
の

10
日
、
八
女
民

俗
資
料
館
で

報
告
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

「
職
人
の
技
は

正
に
マ
ジ
ッ

ク
。
エ
レ
ガ
ン

ト
で
素
晴
ら
し

い
。
大
量
生
産
大
量
消
費
の
時
代
に
背

を
向
け
、
少
し
お
金
を
払
っ
て
で
も
購

入
し
た
い
と
思
う
物
を
作
り
上
げ
た
い
」

「
八
女
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
の
心
に

感
動
し
ま
し
た
」
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
皆

さ
ん
。
参
加
し
た
職
人
も
大
き
な
刺
激

を
受
け
、「
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
皆
さ
ん
の
熱

心
な
姿
に
感
動
し
、
自
分
も
何
か
新
し

い
も
の
を
生
み
出
し
た
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
八
女

の
も
の
づ
く
り
の
技
と
デ
ザ
イ
ナ
ー
の

コ
ラ
ボ
で
、
ど
の
よ
う
な
作
品
が
生
み

出
さ
れ
る
の
か
期
待
が
高
ま
り
ま
す
。

10
月
５
日
に
八
女
文
化
会
館
で
開
か
れ
た
歓
迎
セ
レ
モ

ニ
ー
で
の
記
念
撮
影
。
三
田
村
市
長
と
こ
の
事
業
を
推

進
し
て
い
た
だ
い
た
シ
ン
ク
レ
ア
教
授
が
握
手
（
中
央
）

漆工房を見学

和やかな雰囲気で進められた報告会

石灯ろう工房を見学

矢工房を見学

【School of Visual Arts プロダクトデザイン科 学部長】
シンクレア・スミス教授

【デザイナー】
Ian Collings（イアン・コーリング）
Alexandra Dymowska（アレクサンドラ・ディマウスカ）
Panisa Khunprasert（パニサ・カンプラサート）
Sigrid Moeslinger（シグリッド・モスリンガー）
Masamichi Udagawa（マサミチ・ウダガワ）

《
八
女
を
訪
問
し
た
皆
さ
ん
》

入江朋臣［シラキ工芸］提灯
入部一臣［入部錺金具製作所］仏壇金具
隈本知伸［独楽工房 隈本木工所］和独楽
熊本   龍［熊本石材店、石龍工房］石灯ろう
相良亘祉［相良矢工房］弓道矢、飾矢製作
下川強臓［下川織物］久留米絣
近松敏夫［漆工房岩弥］近松仏壇店
松本仁邦［松本蒔絵店］仏壇蒔絵
溝田賢治［溝田仏具店］仏壇宮殿
溝田俊和［溝田和紙工房］手すき和紙

《
事
業
に
参
加
し
た
職
人
の
皆
さ
ん
》 ※名前は敬称略で掲載しています
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422

平成31 6
30

あなたの声を届けてください！
皆さんが日ごろ八女市に対して思っていることを、市長に届けてくだ
さい。将来の八女市づくりのため問題点は改善し、建設的な内容につ
いては実現に向けて努力してまいります。なお、市の事務と関係ない
ものについては回答しておりませんので、ご了承ください。
○市長室直通ファクスも市内からは無料でご利用いただけます。
　　０１２０・２４・４５５４（フリーダイヤル）

《回答が必要な方は、住所・氏名・電話番号の記入をお願いします。》

８３４ ８７９０八女局

　 か つ て 神 々 が 暮 ら し た
「高

たかまがはら

天原」にその名が由来する
といわれ、宮崎県の南西部、霧
島山を挟んで鹿児島との県境に
位置する町です。町の面積は

85.39㎢。およそ 50％を山林原野が占め、霧島山系からの
豊富な水に恵まれた自然豊かな町として知られています。

宮崎県 高
たか

原
はる

町

◦高原町の見どころ
【高千穂峰】標高 1,574 ｍ、霧島山系に
位置し、日本名山 100 選の一つ。「古事
記」においては、天孫降臨の舞台とし
て伝えられており、山頂には「天

あまのさかほこ

逆鉾」
が突き立てられています。山を彩るミヤ
マキリシマや紅葉を観に、毎年多くの登山客で賑わいます。

【狭
さ

野
の

神楽・祓
はらいがわ

川神楽】江戸時代、旧薩摩藩で行われてい
た神楽を神

か ん め

舞といい、狭野神楽と祓川神楽の２つを総称し
て「高原の神舞」と呼びます。毎年、挟野神楽が 12 月の
第 1 土曜日、続けて祓川神楽が第２土曜日に披露されます。
◦問い合わせ＝高原町役場まちづくり推進課
　（☎ 0984・42・2115）

シリーズ企画「美しい村探訪～九州・沖縄～」③
星野村は、「日本で最も美しい村」連合に加盟してい
ます。連合では、地域資源（景観・文化・環境）の
保護を通じ、美しい村のブランド価値を高め、農山村
の自立・発展を促す諸活動を推進しています。

キリトリセン

　

福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
の

現
役
選
手
と
触
れ
合
い
、
野
球
を
通

じ
て
友
達
と
運
動
し
て
遊
ぶ
楽
し
さ

を
体
験
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
記

念
撮
影
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
参
加
料
無
料
。　

⃝
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
13
時
～
16
時

⃝

場
所
＝
タ
マ
ホ
ー
ム
ス
タ
ジ
ア
ム

筑
後
（
筑
後
市
大
字
津
島
）
※
雨
天

時
は
屋
内
練
習
場
⃝
対
象
＝
市
内
に

住
ん
で
い
る
小
学
生
※
野
球
経
験
は

問
い
ま
せ
ん
⃝
定
員
＝
10
人
（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）
※
筑
後
七

国
の
他
自
治
体
の
参
加
者
等
と
合
わ

せ
て
２
５
０
人
で
開
催
。

⃝

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
「
往
復
は

が
き
」
に
①
氏
名
②
ふ
り
が
な
③
学

年
・
性
別
④
野
球
経
験
の
有
無
⑤
郵

便
番
号
・
住
所
⑥
電
話
番
号
を
書
い

て
11
月
12
日
㈪
ま
で
（
必
着
）
に
筑

後
七
国
活
性
化
協
議
会
（
筑
後
市

ホ
ー
ク
ス
フ
ァ
ー
ム
連
携
推
進
室
内

〒833-8601

※
住
所
不
要
／
☎
０

９
４
２
・
６
５
・
７
０
７
３
）
へ

　ミズノ株式会社が開発した運動発育に必要な
36 種類の基本動作（遊びの術）を身につけます。
みんなで忍者になりきって、潜在能力を引き出
そう！忍者修行をクリアすると「ミズノ流忍者
認定証」がもらえるよ！
⃝日時＝ 12 月２日㈰

【年中クラス】10 時 30 分～ 12 時
【年長クラス】13 時～ 14 時 30 分
【小学 1・2 年生クラス】15 時～ 16 時 30 分
※定員各クラス 30 人（先着順）、保護者同伴
⃝指導＝ミズノスポーツサービス
⃝場所＝立花体育館
⃝申込期間＝ 11 月 5 日㈪～ 21
日㈬ 9 時～ 17 時※土日除く
⃝申込・問い合わせ＝社会教
育課（☎ 23・1318）

「ベースボールキッズ2018」参加者募集
福岡ソフトバンクホークス選手によるふれあい野球教室

八女市スーパースクール

【
お
詫
び
と
訂
正
】
10
月
１
日
号
13

ペ
ー
ジ
「
２
０
１
９
年
筑
後
フ
ァ
ン

ク
ラ
ブ
会
員
受
付
」
の
問
い
合
わ
せ

会
員
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
電
話
番

号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お

詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
正
し
く
は

「
０
９
２・８
４
４・１
１
８
９
」で
す
。

　八女市は、スポーツを通じ健康で豊かな生
活が送れるよう、ミズノ株式会社と包括連携
協定を結んでいます。
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　　久留米絣の新しい取り

　組みに挑戦し続ける 消費生活
そうだん

㊼

　
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空
請
求
が

昨
年
か
ら
急
激
に
増
加
し
、
全
国
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
架
空
請

求
の
相
談
件
数
は
、
昨
年
度
１
年
間
で

20
万
件
に
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
手
口
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

◦
ハ
ガ
キ
に
よ
る
架
空
請
求

　

突
然
、
郵
便
は
が
き
が
届
き
、
そ
の

内
容
は
「
消
費
料
金
に
関
す
る
訴
訟
最

終
告
知
の
お
知
ら
せ
～
あ
な
た
が
利
用
さ

れ
た
契
約
会
社
、
も
し
く
は
運
営
会
社

側
か
ら
契
約
不
履
行
に
よ
る
民
事
訴
訟

と
し
て
訴
状
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
」
と
始

ま
り
、
次
に
給
与
や
不
動
産
等
の
差
し

押
さ
え
を
す
る
な
ど
と
脅
し
文
句
が
並

び
ま
す
。
最
後
に
訴
訟
を
取
り
下
げ
る

相
談
連
絡
先
の
電
話
番
号
の
記
載
が
あ

り
、
差
出
人
は
「
法
務
省
管
轄
支
局
日

本
民
事
訴
訟
管
理
セ
ン
タ
ー
」「
国
民
訴

訟
通
達
セ
ン
タ
ー
」
な
ど
公
的
機
関
に
類

似
し
た
名
称
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◦
メ
ー
ル
に
よ
る
架
空
請
求

　

突
然
、
携
帯
電
話
、
ス
マ
ホ
に
Ｓ
Ｍ
Ｓ

（
シ
ョ
ー
ト
メ
ッ
セ
ー
ジ
サ
ー
ビ
ス
）
が
届

き
ま
す
。「
有
料
動
画
の
未
納
料
金
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
本
日
中
に
ご
連
絡
な

き
場
合
、
法
的
手
続
き
に
移
行
致
し
ま

そ
れ
、
詐
欺
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

　
～
架
空
請
求
に
気
を
つ
け
て
～

す
」
と
あ
り
、
最
後
に
連
絡
先
電
話
番
号

が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
送
信
者
名
は
「
ア

マ
ゾ
ン
相
談
係
」
な
ど
実
在
す
る
大
手
事

業
者
名
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
対
処
方
法

　

ど
ち
ら
の
場
合
も
、
連
絡
を
す
る
と
、

相
手
は
「
急
が
な
い
と
裁
判
に
な
り
ま
す
」

「
後
日
返
金
に
な
り
ま
す
の
で
、一
旦
支
払
っ

て
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
嘘
を
言
い
、
場
合

に
よ
っ
て
は
ニ
セ
の
弁
護
士
を
登
場
さ
せ

て
金
銭
を
支
払
わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。
支

払
方
法
は
、
コ
ン
ビ
ニ
の
収
納
代
行
を
利

用
し
た
も
の
、
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
を
購

入
さ
せ
番
号
を
通
知
さ
せ
る
も
の
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
一
旦
、
支
払
っ
て
し
ま
う
と
取

り
返
し
は
困
難
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ガ
キ
や
メ
ー
ル
を
受
け

取
っ
て
も
、
相
手
に
一
切
連
絡
を
し
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
無
視
し
ま
し
ょ
う
。
不
安
な

と
き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◦
消
費
生
活
相
談
・
問
い
合
わ
せ
＝
八

女
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

平
日
８
時

30
分
～
16
時
30
分
（
☎
２
３・１
１
８
３
）

毎
週
水
曜
日
９
時
～
16
時
、
黒
木
支

所
で
出
張
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
☎

４
２・１
１
１
１
）

墳
の
原
一
歩
に
露
の
し
と
ど
か
な井

上
ト
シ
子

四
世
代
囲
む
晩
餐
き
の
こ
飯

田
中
サ
ト
リ

病
み
し
友
い
た
わ
る
友
や
秋
句
会牛

島
　
景
子

仙
の
家
の
薪
棚
掩
ふ
葛
か
づ
ら

堤
　
多
鶴
子

折
り
採
れ
ば
揺
ら
し
て
み
た
き
猫
じ
ゃ
ら
し

中
川
原
篤
子

奥
八
女
や
九
十
九
折
り
す
る
彼
岸
花

松
延
み
さ
と

叢
に
朝
顔
み
つ
け
刈
り
迷
ふ

中
島
　
正
美

八
女
紫
苑
句
会

夜
は
長
け
て
漂
流
人
と
名
月
と

吉
泉
　
守
峰 

秋
空
に
響
く
太
鼓
や
般
若
舞西島

志
乃
芙

秋
近
し
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
阿
蘇
平
野

武
田
　
行
夫

敬
老
会
詐
欺
防
止
説
く
警
察
官

原
　
　
宣
子

喜
雨
来
た
り
そ
こ
ら
忙
し
畑
仕
事

深
町
　
和
子

今
偲
ぶ
還
暦
記
念
の
秋
登
山

中
村
テ
ル
ヨ

カ
タ
カ
ナ
の
新
語
難
し
秋
深
し

平
田
　
清
香

立
花
町
立
花
俳
句
会

お
詫
び

と
訂
正

10
月
号
黒
木
町
く
す
の
実
句
会
、
青
木
早
弓
さ
ん
の
句
で
、「
万
緑
」

を
「
万
縁
」
と
記
し
て
お
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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ご意見記入欄　　　（八女市広報Ｈ 30.11）

キ
リ
ト
リ
セ
ン

キリトリセン

1.　広報紙またはホームページ（掲載可・掲載不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「掲載可」に○を付けられた
場合は、個人が特定されることがないよう個人情報の取り扱い
に十分注意し、広報紙または八女市ホームページに掲載する場
合があります。ご記入のない場合は掲載不可と判断します。
2.　情報公開　（公開可・公開不可）
　　　どちらかに○を付けてください。「公開可」に○を付けられた
場合は、八女市情報公開条例の規定により公開請求があった場
合は公開の対象となるときがあります（個人情報を除く）。ご
記入のない場合は、公開不可と判断します。
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Yａｍｅｊｉｎ やめじん…八女で暮らす皆さんを紹介します

日本とスウェーデンの文化交換
プロジェクトは、日本国内、ス
ウェーデンで展示会を開催中。八
女市では11月16日から25日まで
旧寺崎邸（本町）にて開催予定。
詳しくは下川織物ＨＰ（http://
oriyasan.com/）をご覧ください。

　

八
女
市
で
唯
一
の
絣
織
元
「
下
川
織

物
」の
三
代
目
、下
川
強
臓
さ
ん
は
、

絣
職
人
と
し
て
伝
統
的
な
技
法
を
継

承
す
る
一
方
、
海
外
と
の
コ
ラ
ボ
作

品
、日
々
の
情
報
発
信
な
ど
、常
に
新

し
い
取
り
組
み
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

「
私
が
家
業
を
継
い
だ
こ
ろ
は
バ
ブ

ル
の
時
期
で
、
国
内
の
も
の
に
目
を

向
け
る
時
代
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。し
か
し
、応
援
し
て
く
れ
る
人
も

い
て
、や
っ
て
い
く
う
ち
に
不
安
は
解

消
し
て
い
き
ま
し
た
。マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
を
学
ぶ
中
で
、こ
れ
か
ら
の
職
人
は

技
術
を
磨
く
だ
け
で
は
な
く
販
売
へ

と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
の
大
事
さ
、情

報
発
信
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

う
ち
は
工
場
見
学
も
オ
ー
プ
ン
に
し

て
い
ま
す
の
で
、私
が
職
人
と
し
て
の

日
課
を
ネ
ッ
ト
で
発
信
し
、そ
れ
を
見

て
興
味
を
持
っ
た
人
が
工
房
を
訪
れ

て
く
れ
ま
す
。
そ
の
数
は
年
々
増
加

し
、海
外
か
ら
の
お
客
さ
ん
も
増
え
て

い
ま
す
。そ
の
よ
う
な
ご
縁
で
、２
年

ほ
ど
前
か
ら
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
伝
統
的

な
柄
を
久
留
米
絣
で
織
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進
め
て
い
ま
す
。今
年
10
月
、

日
本
・
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
外
交
関
係
樹
立

１
５
０
周
年
関
連
行
事
で
招
待
を
受

け
、ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。向
こ
う
の
人
は
、ど
ん
な
人
が
ど

う
い
う
プ
ロ
セ
ス
で
作
っ
て
い
る
の
か

や
、文
化
的
背
景
を
大
切
に
し
ま
す
。

大
い
に
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。今
回
の

八
女
の
伝
統
工
芸
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

デ
ザ
イ
ン
コ
ラ
ボ
事
業
に
も
参
加
し

ま
し
た
。こ
れ
か
ら
も
チ
ャ
ン
ス
が
あ

れ
ば
、い
ろ
い
ろ
な
国
や
国
内
で
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ビ
ジ
ネ
ス
を
続
け

て
い
き
、服
だ
け
に
は
留
ま
ら
な
い
絣

の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
た
い
で
す
」

　　久留米絣の新しい取り織
物
で
世
界
と
つ
な
が
る
　 
下
川 
強
臓
さ
ん
（
津
江
）
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　組みに挑戦し続ける

スウェーデンの絹織物
工房＆ミュージアムで講
演、久留米絣の魅力を
伝えました。

11月の 
八女市立図書館（本館）☎22・2504
※本館の開館時間＝平日10時～20時
　　　　　　　　土日祝10時～18時

上陽分館 ☎54・3131
黒木分館 ☎42・0400
立花分館 ☎37・1522
※分館の開館時間＝9時～17時30分

矢部分館 ☎47・2258
星野分館 ☎52・3120

図書館だより

図書館の休館日
11月

ホームページ  www.library.yame.fukuoka.jp

✿11月の館内整理日は30日㈮✿

幼児～小学生の皆さん対象です♪

♥本館＝3日㈯、17日㈯、24日㈯
※いずれも14時～おはなしコーナー
10日㈯はスペシャルおはなし会！
♥黒木分館＝10日㈯10時30分～
おはなしコーナー

11月のおはなし会

11月のあかちゃんおはなし会

0～2歳くらいのお子さん対象です♪
♥本館＝4日㈰、17日㈯11時～
 2階研修室
♥黒木分館＝24日㈯10時30分～
　おはなしコーナー

《黒木分館の休館日》※火曜、祝･休日、館内整理日
３㈷、6 ㈫、13 ㈫、20 ㈫、23 ㈷、27 ㈫、30 ㈮

《立花・上陽・矢部・星野分館の休館日》
※月曜、祝･休日、館内整理日
３㈷、5 ㈪、12 ㈪、19 ㈪、23 ㈷、26 ㈪、30 ㈮

《本館の休館日》※月曜、館内整理日
5 ㈪、12 ㈪、19 ㈪、26 ㈪、30 ㈮

★
本
館
イ
ベ
ン
ト

「
ど
ん
ぐ
り
お
は
な
し
会
」
＝

11
月
10
日
㈯
14
時
～
、
出
演

＝
お
は
な
し
ば
さ
ら
か
た
い

「
み
ん
な
の
Ｐ
Ｏ
Ｐ
展
示
会
」

＝
九
州
大
谷
短
期
大
学
主
催

大
会
の
入
賞
作
品
と
図
書
館

体
験
で
の
作
品
を
展
示
。

「
書
き
出
し
で
見
る
大
人
の

イ
チ
オ
シ
本
」
＝
図
書
館
員

イ
チ
オ
シ
の
本
を
展
示
。

「
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
週
間
」
＝
図

書
館
マ
ナ
ー
に
関
す
る
展
示

や
、
９
月
に
行
っ
た
蔵
書
点

検
の
結
果
掲
示
。

「
と
し
ょ
か
ん
ク
イ
ズ
」
＝
本

を
借
り
て
ク
イ
ズ
に
応
募
し

よ
う
！

★
ゆ
め
み
ら
い
図
書
館
ピ
ク

ニ
ッ
ク

⃝

日
時
＝
11
月
4
日
㈰
10
時

～
15
時

⃝

場
所
＝
「
八
女
く
ろ
ぎ
ふ

る
さ
と
祭
り
」
駅
跡
イ
ベ
ン

ト
広
場　

⃝

内
容
＝ 

移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
で
の
貸
出
・
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
・
お
は
な
し

会
な
ど 

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
分
館

★
と
し
ょ
か
ん
広
場

⃝

日
時
＝
11
月
18
日
㈰
10
時

～
15
時

⃝

場
所
＝
矢
部
川
渓
流
公
園

⃝

内
容
＝
移
動
図
書
館
ゆ
め

み
ら
い
号
で
の
貸
出
・
ブ
ッ

ク
リ
サ
イ
ク
ル
・
絵
本
よ
み

き
か
せ
な
ど

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
矢
部
分
館

※
移
動
図
書
館
は
、
利
用
者

カ
ー
ド
、
ブ
ッ
ク
リ
サ
イ
ク

ル
は
持
ち
帰
り
用
の
袋
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

ホ
ッ
と
一
息 

本
と
一
息 

 

～
秋
の
読
書
週
間
～

秋
の
読
書
週
間
に
あ
わ
せ
、

さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を

11
日
㈰
ま
で
行
い
ま
す
。
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なぜなぜ人権 － かけがえのない命が輝くまちづくりをめざして －

■ 問い合わせ＝人権・同和教育課（☎ 23・2074）

　　
人
権
擁
護
委
員
の
活
動
は
、
次
の
３
つ

を
柱
に
据
え
て
、
法
務
局
と
連
携
し
て
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

①
啓
発
活
動

　

街
頭
で
の
啓
発
を
は
じ
め
、
学
校
で
の

人
権
の
花
運
動
、啓
発
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
「
ふ

れ
ん
ど
」
等
の
作
成
発
行
、
人
権
教
室
、

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
や
福

祉
施
設
へ
の
訪
問
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

所
で
人
権
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

②
相
談
活
動

　

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員
が
、

法
務
局
で
行
う
常
設
相
談
、
各
地
域
で

開
設
す
る
特
設
相
談
所
「
な
ん
で
も
人
権

相
談
」
や
「
女
性
の
た
め
の
相
談
所
」
で

の
面
接
ほ
か
、
電
話
な
ど
で
も
人
権
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相

談
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

③
救
済
活
動

　

被
害
者
か
ら
の
相
談
を
受
け
て
、
法
務

局
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵
犯
事
実
の

調
査
、
救
済
措
置
に
あ
た
り
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
相
談
に
適
切
に
対
処
す
る

た
め
の
年
間
を
通
し
た
研
修
や
、
啓
発
新

聞
発
行
、
企
業
訪
問
な
ど
、
活
動
は
多
岐

に
わ
た
り
ま
す
。
委
員
一
人
一
人
が
、
誰

も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
社
会
を
実
現

し
た
い
と
い
う
思
い
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

▼
子
ど
も
の
人
権
相
談
も

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
い
じ
め
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
な
ど
、
子
ど
も
を
取
り

巻
く
環
境
は
年
々
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

誰
に
も
相
談
で
き
ず
、
つ
ら
い
思
い
を
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
相
談
の
場
と
し
て
、

小
学
生
、
中
学
生
全
員
に
「
子
ど
も
の
人

権
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ミ
ニ
レ
タ
ー
」
を
配
布
し
て
い

ま
す
。
届
い
た
手
紙
は
法
務
局
職
員
や
人

権
擁
護
委
員
が
責
任
を
持
っ
て
解
決
策
を

練
り
、
手
書
き
で
返
信
し
て
い
ま
す
。
悩

み
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
と
い
う
お
礼
の
手

紙
を
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
、
私
た
ち
も

そ
う
し
た
声
に
支
え
ら
れ
元
気
を
も
ら
っ

て
い
ま
す
。

▼
地
域
へ
の
恩
返
し
を

　

平
成
30
年
度
は
、
人
権
擁
護
委
員
制

度
創
設
70
周
年
に
当
た
り
ま
す
。
平
成

28
年
に
は
、
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に

関
す
る
法
律
を
は
じ
め
と
す
る
、
人
権
に

関
す
る
３
つ
の
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
う

新
た
な
人
権
問
題
も
生
じ
て
い
ま
す
。
私

た
ち
も
常
に
学
び
続
け
、み
な
さ
ん
に
と
っ

て
の
身
近
な
相
談
相
手
と
な
り
、
地
域
に

恩
返
し
が
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

◦
相
談
先
＝
み
ん
な
の
人
権
１
１
０
番

（
☎
０
５
７
０・０
０
３・１
１
０
）、
子
ど
も

の
人
権
１
１
０
番
（
☎
０
１
２
０・０
０
７

・
１
１
０
）、
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
☎
０
５
７
０・０
７
０・８
１
０
）
最
寄
り

の
法
務
局
に
つ
な
が
り
ま
す
。
時
間
は
平

日
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で
で
す
。

ご
存
じ
で
す
か
？ 

人
権
擁
護
委
員
制
度

子
ど
も
を
守
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

教
え
て
く
だ
さ
い

ど
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か

講演
紛争地、被災地に生きる子どもたち

～取材から見えてきたこと～
講師
フォトジャーナリスト安田 菜津紀

ＴＢＳテレビ「サンデーモーニング」に出演中

日時 12 月 8 日㈯ 14:30 ～ 16:00
会場 おりなす八女ハーモニーホール

12 月４日から 10日までは人権週間です

スマイルフェスタ八女2018

託児は 11 月 22 日㈭までに、その
他配慮が必要な方は、事務局へ申
し出ください。

参加
無料

手話
通訳

託児
あり

要約
筆記

◦主催＝八女市人権フェスタ実行委員会
◦事務局・託児申込＝人権･同和教育課（☎２３・２０７４N２４・４３３１）

◦ 11:00 ～：世界人権宣言 70 周年展、小・中学生が描いた人権
ポスター展示、人権問題に取り組む団体活動展示、しょうがい者
支援施設活動紹介・販売
◦ 13:15 ～：小学生による合唱、小・中学生による人権作文発表、
世界人権宣言朗読

　

人
権
と
は
、
す
べ
て
の
人
が
生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
、
人
間
ら
し
く
幸
せ
に
生
き
る

権
利
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
が
生
活
す
る
中
で
「
こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
？
」
と
悩
ん
で

い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

そ
の
よ
う
な
場
合
は
、
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
擁
護
委
員
は
法
務
大

臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
全
国
の
市
町
村
に
約
１
万
４
千
人
の
委
員
が

配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
、
八
女
市
で
も
19
人
が
法
務
局
と
連
携
し
て
人
権
啓
発
活
動
や

人
権
相
談
、
被
害
者
の
救
済
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。
今
号
は
、
八
女
市
、
筑
後
市
、
広
川
町

で
活
動
す
る
八
女
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
会
長
の
秀
徳
正
吾
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。
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入
所
申
し
込
み
は
、
必
要
事
項
を
記
入

し
た
提
出
書
類
を
受
付
期
間
内
に
第
一
希

望
の
施
設
の
受
付
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
現
在
在
園
し
て
い
る
施
設
に
継
続

し
て
入
所
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、

保
育
所
お
よ
び
市
役
所
子
育
て
支
援
課
ま

た
は
各
支
所
に
提
出
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
表
中
※
印
の
あ
る
施
設
へ
初
め

て
申
し
込
み
す
る
場
合
は
、
お
子
さ
ん
の

面
接
も
行
い
ま
す
。
お
子
さ
ん
と
一
緒
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
に
必
要
な
書
類
は
、
市
役
所

子
育
て
支
援
課
、
各
支
所
お
よ
び
各
施
設

に
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
を
希
望
す
る
人
で
、
都
合
に
よ

り
所
定
の
日
程
で
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
は
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
子
育

て
支
援
課
ま
た
は
各
支
所
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
第
１
次
選
考
の
対
象
は

11
月
30
日
㈮
ま
で
に
提
出
し
た
人
に
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
保
育
所
以
外
を
希
望
の
人
は
各

施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

入
所
の
決
定
は
、
受
付
先
着
順
等
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

①
支
給
認
定
申
請
書
ま
た
は
支
給
認
定
現

況
届

②
勤
務
証
明
書
な
ど
（
保
育
利
用
者
の
み
）

③
認
印

④
入
園
願
書
（
保
育
所
以
外
へ
の
新
規
申

し
込
み
の
人
）

◦
保
育
所
等
の
入
所
に
関
す
る
問
い
合
わ

せ
＝
▽
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
保
育
係(

☎

２
３・
１
３
５
１)

、
▽
幼
稚
園
、
認
定
こ

ど
も
園
お
よ
び
小
規
模
保
育
施
設
は
、
直

接
施
設
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

区分 施設名 受付会場 受付日 受付時間
公
立
保
育
所

福島保育所 ※

各施設
　11 月 6 日㈫ 
　　～ 8 日㈭

 09:00~18:30長峰保育所 ※

北山保育所 ※

私
立
保
育
所

三河保育園 ◦在園継続児
各施設または
市役所本庁
子育て支援課

◦新規・転園
市役所本庁
子育て支援課

　11 月1日㈭
　　～ 2 日㈮
　5 日㈪～ 9 日㈮

 各施設
　＝開所時間
 市役所
　＝08:30 ～19:00

八幡保育園

八女中央保育園

岡山保育園

忠見保育園

上妻保育園

川崎保育園

みつとも保育園　　 立花支所
（市民生活福祉課）

　11 月 5 日㈪
　　～ 7 日㈬

 11月5日㈪～６日㈫
　＝08:30 ～17:15
 11月7日㈬
　=08:30 ～19:00

辺春保育園　　

黒木保育園
黒木支所

（同上）
あゆみ保育園

本分保育園

木屋保育所

矢部保育園　 矢部支所（同上）

星野保育所星光園　 星野支所（同上）

幼稚園 福島幼稚園

各施設

　11月1日㈭  08:00 ～17:00

認
定
こ
ど
も
園

さいしょうじ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～12:00

白百合幼稚園 　11月1日㈭  14:00 ～16:00

つくし幼稚園 　11月6日㈫  14:00 ～17:00

ふじなみ幼稚園 　11月1日㈭  09:00 ～15:00

小
規
模　

保
育
施
設

洋光はうす保育園 ※ 　11月１日㈭～２日㈮  09:00 ～16:00

さくらんぼ保育園 ※ 　11月1日㈭～9日㈮  10:00 ～18:00

どんぐりの森保育園 ※ 　11月5日㈪～６日㈫  09:00 ～17:00

平
成
31
年
度
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

■幼稚園・保育所等の入所申し込み受付日程

入
所
申
し
込
み
に
つ
い
て

手
続
き
に
必
要
な
も
の

来
年
４
月
１
日
か
ら
の
「
幼
稚
園
・
保
育
所
等
の
入
所

申
し
込
み
」
を
左
記
の
日
程
で
受
け
付
け
ま
す
。
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ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

良
成
親
王
を
し
の
ぶ
大
杣
公
園
祭

　

後
征
西
将
軍
良
成
親
王
の
命
日

と
な
る
10
月
８
日
㈷
、「
大
杣
公
園

祭
」
が
御
墓
の
あ
る
矢
部
村
大
杣

公
園
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
良
成
親

王
は
後
村
上
天
皇
の
皇
子
で
、
後

醍
醐
天
皇
の
孫
に
あ
た
り
、
叔
父
の

懐
良
親
王
と
と
も
に
、
南
朝
再
興

の
た
め
に
九
州
各
地
で
戦
い
ま
し
た

が
、
南
朝
の
再
興
か
な
わ
ず
元
中
９

（
１
３
９
２
）
年
に
矢
部
の
地
で
亡

く
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
住
民
を
は
じ
め
、

宮
内
庁
や
南
朝
ゆ
か
り
の
あ

る
奈
良
県
吉
野
町
、
熊
本

県
菊
池
市
関
係
者
な
ど
約

３
０
０
人
が
参
加
し
、
若
く

し
て
亡
く
な
っ
た
親
王
を
し

の
び
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

澄
み
切
っ
た
秋
晴
れ
の
も
と
、

地
元
保
存
会
に
よ
る
公
卿
唄

や
浦
安
の
舞
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

物たちとふれあったよ
　10 月 14 日㈰、八女公園で GP 秋祭り

（GREEN PIECE 実行委員会主催）が行われ、
大勢の家族連れなどでにぎわいました。来
場者は乗馬体験やヤギやアルパカへの餌や
り、魚のつかみどり、収穫体験などを通し
て多くの動物とふれあいました。

動

二が唱えた「生活芸術」
　9 月14 日㈮～ 10 月14 日㈰に八女伝統工芸
館で第 5 回竹久夢二展「夢二とモリスからの
伝言～生活芸術のすすめ～」が行われました。
　5 回目となった今回は、暮らしの中で身近に
使う日用品と芸術を結びつけたもので、夢二
の孫、竹久みなみ
さん作の浴衣など
が展示されました。
本邦初公開となる
掛け軸も展示され、
多くの夢二ファンを
楽しませてくれまし
た。

夢 かしのメロディが響く
　10 月14 日㈰、夢たちばなビレッジで「第
10 回ベンチャーズサウンドフェスティバル」が
行われました。県内外から多くのベンチャーズ
ファンが集まり、秋空のもと、軽快なサウンド
を楽しみました。

懐
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天の境内で奉納剣道大会
　9月16日㈰、星野村麻生神社境内で、「第55回池の
山奉納剣道大会」が開催されました。当日は晴天に恵
まれ、熱戦が繰り広げられました。試合結果は次のと
おり（敬称略）。

【小学生の部】
優勝　山本青波
準優勝　鶴元雄太

【中学生の部】
優勝　谷口利也
準優勝　山科美月

【一般の部】
優勝　黒木町剣友会Ａ
準優勝　星野村剣友会

晴

い楽しむ、光友まつり
　10 月 8 日㈷、立花体育館周辺で第 2 回光友まつり

（平成 30 年度地域づくり提案事業）が開催され、多
くの人出でにぎわいました。メインステージでは、ダ
ンスや太鼓パフォーマンス、バンド演奏、のど自慢な
どが行われ、拍手や歓声が会場いっぱいに響きました。
そのほか、昔遊びや消防団の展示なども行われ、来
場者は秋晴れの空の下、和やかな休日を過ごしていま
した。

集

きたよ、みんなの「ガッツ米」
　10 月 9 日㈫、長峰小学校 5 年生（72 人）が栽培
に取り組んでいる「ガッツ米（品種：ゆめつくし）」の
収穫が行われました。ガッツ米は地元農家 4 軒や県
立八女農高などの協力を得て取り組んでいるもので、
田植えから収穫、販売までの一連の流れを 1 年間か
けて学んでいます。この日は樋口農園（代表 : 樋口賢
治さん）や八女農高
生徒などの指導を受
け、20 アールの田ん
ぼに実った稲を一株
ごと手作業で刈り取
りました。収穫された
米約 900㎏は精米し
たりポン菓子に加工
したりして、11 月 17
日㈯の学習発表会後
のバザーなどで販売
されます。

で 人 菊池剣をしのぶ冬山忌
　9 月 30 日㈰、黒木町西上町公民館で、黒木町ゆか
りの歌人、菊池剣（本名：松尾謙三）の遺徳をしのぶ
冬山忌碑前祭が行われました。菊池剣は、やまなみ短
歌会の創始者で、みやま市生まれ。戦後の引き上げ時
に妻の故郷である黒木町に居住し、勤めの傍ら歌を詠
み、冊子「やまなみ」編集者として活躍しました。黒
木町をこよなく愛し、築山公園麓の歌碑には「冬山に  
さへぎられたる  朝日影  いま街並みの  一角にさす」
という歌が刻み込まれています。
　式典には遺族ややまなみ短歌会など市内外から多
数が出席し、遺影の前に花や茶、酒などを捧げ、全員
で冬山の歌を斉唱するなどして遺徳をしのびました。

歌
（表紙の写真より）
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援金をいただきました
　9 月19 日㈬、八女市行政区長会（内藤啓光会長）
の皆さまから平成 30 年７月豪雨被災地への義援金を
お預かりしました。
　この義援金は、同会が地区代表（21 人）を通じ全
行政区長（184 人）へ呼びかけられ集められたもの
です。お預かりした義援金は八女市を通して被災地
へ届けます。ありがとうございました。

義

くじの助成金で資機材を整備宝
　豊福行政区自主防災
会では、㈶自治総合セ
ンターが行う、コミュ
ニティ助成事業（宝く
じ助成金の自主防災組
織育成区分）を受け、
防災資機材を整備しま
した。
　防災資機材を整備することで、避難誘導訓練や
チェーンソー取扱訓練など、平常時の訓練内容の幅を
広げ、自主防災活動の活性化に繋げます。この事業は、
宝くじの社会貢献広報事業として、宝くじの受託事業
収入を財源として実施されているものです。

秋
季
県
民
体
育
大
会
結
果

　
９
月
22
日
㈯
～
23
日
㈰
に
行
わ
れ
た
第
61

回
福
岡
県
民
体
育
大
会
秋
季
大
会
に
は
、
八

女
市
か
ら
９
競
技
に
１
８
３
人
が
参
加
し
ま

し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
】
一
般
女
子
の
部
＝
２
位

【
剣
道
競
技
】
一
般
女
子
の
部
＝
第
３
位

【
弓
道
競
技
】
一
般
女
子
の
部
＝
第
３
位

【
陸
上
競
技
団
体
】
壮
年
男
子
の
部
＝
第
３

位
、
壮
年
女
子
の
部
＝
第
３
位(

※
陸
上
競

技
団
体
の
部
は
、
個
人
得
点
の
合
計
で
市
町

村
ご
と
算
出
し
競
わ
れ
ま
す)

【
陸
上
競
技
個
人
】
◦
壮
年
男
子
走
り
幅
跳

び
70
代
＝
第
３
位 

江
﨑
洋
之 

◦
壮
年
男
子

砲
丸
投
げ
70
代
＝
第
２
位 

川
口
博
文 

◦
壮

年
男
子
３
０
０
０
ｍ
80
代
＝
第
１
位 

大
坪
秀

隆 

◦
一
般
女
子
３
０
０
０
ｍ
＝
第
２
位 

山
下

サ
ヤ
カ 

◦
壮
年
女
子
１
０
０
ｍ
60
代
＝
第
３

位 

渡
辺
三
千
代 

◦
壮
年
女
子
砲
丸
投
げ
60

代
＝
第
３
位 

渡
辺
三
千
代 

◦
壮
年
女
子
砲

丸
投
げ
70
代
＝
第
１
位 

田
中
静
代

いっぱいの上妻校区に
　上妻校区まちづくり協議会と上妻小学校（児童数
329 人）は、平成 30 年度の地域づくり提案事業を活
用し、「花いっぱい運動（プランター植栽）」に取り組
みました。
　上妻小学校は、コミュニティ・スクールの指定を受
け「地域とともにある学校づくり」を推進しており、
学校運営協議会のメンバーでもあるまちづくり協議会
と連携しての取り組みになったものです。
　全児童とまちづくり協議会の構成団体から約 60 人
が参加し、500 個のプランターに 2000 本のパンジー
の苗を植え付けました。
　うち 329 個は、児童一人がプランター 1 個を管理
することで、植えた花を大切に育てることを通して、
思いやりやふれあいの心を育むと同時に、環境美化に
対する意識を高めていくことも期待されています。
　残りの 171 個は、各行政区ごとに分担して持ち帰り、
公民館や道路沿いに設置します。これにより明るいま
ちづくりを目指します。あわせて地域住民の環境美化
に関する意識を高め、景観づくりを進めることで地域

（ふるさと）への愛着心を醸成することも期待されま
す。

花

11
チ
ー
ム
が
熱
い
戦
い

　

10
月
８
日
㈷
に
、
第
57
回
黒
木
町
少
年
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
行
わ
れ
、
黒
木･

上
陽

地
域
か
ら
11
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
３
コ
ー
ト

に
分
か
れ
て
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
各

コ
ー
ト
の
優
勝
チ
ー
ム
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦
Ａ
コ
ー
ト
＝
町
区
・
渡
内
区
（
黒
木
小
）

◦
Ｂ
コ
ー
ト
＝
フ
ォ
ー
ア
ン
ド
ガ
ッ
ツ
（
黒
木

西
小
）

◦
Ｃ
コ
ー
ト
＝
本
分
ウ
ィ
ン
グ
ス（
黒
木
西
小
）



　
乱
開
発
や
無
秩
序
な
土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地
取
引
を
し
た
と
き
は
、

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
り
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
八
女
市
内
で
は
山
林
売
買
が
多
く
、
無
届
け
と
な
っ

た
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
土
地
の
売
買
等
の

契
約
を
さ
れ
た
場
合
は
、
2
週
間
以
内
に
市
に
届
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

【
届
出
の
必
要
な
土
地
取
引
】

⃝

取
引
の
形
態
＝
売
買
、
交
換
、

営
業
譲
渡
、
譲
渡
担
保
、
代
物

弁
済
、
現
物
出
資
、
共
有
持
ち

分
の
譲
渡
、
地
上
権
・
賃
借
権

の
設
定
・
譲
渡
、
予
約
完
結
権
・

買
戻
権
等
の
譲
渡
、
信
託
受
益

権
の
譲
渡
、
地
位
譲
渡
、
第
三

者
の
た
め
に
す
る
契
約

⃝

取
引
の
規
模
＝
① 

市
街
化
区

域
２
０
０
０
㎡
以
上
／
② 

①
を

覗
く
都
市
計
画
区
域
５
０
０
０

㎡
以
上
／
③ 

都
市
計
画
区
域
以

外
の
区
域
１
万
㎡
以
上

【
届
出
の
手
続
き
】

⃝

届
出
者
＝
土
地
の
権
利
取
得

者
（
売
買
の
場
合
で
あ
れ
ば
買

主
）

⃝
届
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を

含
め
て
２
週
間
以
内
※
事
前
届

出
制
の
場
合
は
異
な
り
ま
す

⃝

届
出
窓
口
＝
八
女
市
役
所
企

画
政
策
課
ま
た
は
各
支
所
総
務

課

⃝

提
出
す
る
書
類
＝
①
届
出
書

②
土
地
取
引
に
係
る
契
約
書
の

写
し
ま
た
は
こ
れ
に
代
わ
る
そ
の

他
書
類
③
土
地
の
位
置
を
明
ら

か
に
し
た
縮
尺
５
万
分
の
１
以
上

の
地
形
図
④
土
地
お
よ
び
そ
の

付
近
の
状
況
を
明
ら
か
に
し
た

縮
尺
５
０
０
０
分
の
１
以
上
の
図

面
⑤
土
地
の
形
状
を
明
ら
か
に

し
た
図
面
⑥
そ
の
他
（
必
要
に

応
じ
て
）
※
概
要
、
届
出
様
式

等
詳
し
く
は
福
岡
県
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝

問
い
合
わ
せ
＝
企
画
政
策
課
企

画
政
策
係
（
☎
２
４・９
０
０
９
）

大
規
模
な
土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

罪の未然防止のために
　全国地域安全運
動期間（10 月11日
～ 20 日）にあわせ、
10 月12 日㈮に、「全
国地域安全運動八
女・広川大会（八
女安全安心まちづく
り推進協議会主催）」が八女文化会館で行われ
ました。大会では、八女市・広川町に八女遊技
場組合（豊山達也組合長）から防犯カメラが贈
呈されたほか、功労者への表彰、防犯講話、防
犯ボランティア活動事例発表、「架空請求詐欺」
をテーマにした防犯劇、福岡県警察音楽隊のコ
ンサートが行われました。

犯

福岡県 土地売買等届出 検索

扌

　「茶のくに・やめ」マラソン大会は、37 回の歴史を
数え、毎年約 1,200 人が参加する大きな大会へと成
長してきました。しかしながら、メインコースを矢部
川堤防道路としていたため、走路の狭さやコース両サ
イドが急斜面であることなど、コース上の危険性をは
じめ、ゴール付近では選手と応援者、観光施設来訪
者等で混雑するなどの問題点を以前から多くの皆さま
に指摘されていました。また、大会会場内に体育館な
どのメイン施設がなく、テントで対応していたため、
寒風や雨天時には参加者の皆さまにご不便をおかけし
ておりました。
　このことで関係団体と協議を重ねた結果、事故が発
生するリスクを多く含んでおり、現状のままでは大会
運営は難しいと判断し、前回大会をもって「茶のくに・
やめ」マラソン大会を終了させていただくことになり
ました。
　毎年、「茶のくに・やめ」マラソン大会を楽しみに、
ご参加いただいた多くの選手の皆さま、大会運営にご
支援、ご協力をいただいた関係者の皆さまには、心よ
り感謝を申し上げます。
◦問い合わせ＝「茶のくに・やめ」マラソン大会実行
委員会 ( 八女市総合体育館内 )（☎２４・１２３０）

「茶のくに・やめ」マラソン大会
は前回大会で終了しました。

広報八女 2018.11.121
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実
施
し
て
い
な
い
診
療
所
も

あ
り
ま
す
の
で
、
か
か
り
つ
け

歯
科
医
院
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Ｈ
Ｐ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
７
日
㈬
～
11
月

13
日
㈫

◦
場
所
＝
八
女
筑
後
歯
科
医
師

会
会
員
診
療
所

◦
内
容
＝
無
料
歯
科
健
診
・
フ
ッ

素
塗
布 

※
要
予
約

◦
問
い
合
わ
せ
＝
か
か
り
つ
け
歯

科
医
院
ま
た
は
八
女
筑
後
歯
科

医
師
会
（
☎
２
４
・
４
８
２
９
）

お
知

ら
せ

　

先
輩
お
母
さ
ま
の
お
話
、
第

２
弾
。
今
回
は
地
域
の
高
校
を

卒
業
し
、
就
職
し
て
い
る
お
子

さ
ん
を
持
つ
お
母
さ
ま
で
す
。

事
前
申
込
不
要
。
気
軽
に
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
８
日
㈭
10
時
～

12
時

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女

地
区
障
害
者
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
リ
ー
ベ
ル
（
本
町
17
―

２
）
☎
２
２
・
２
６
１
０

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
軽
ト
ラ
ッ
ク

等
の
荷
台
で
販
売
し
ま
す
。
毎

月
第
２
・
第
４
日
曜
日
に
開
催
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
開
催
日
＝
11
月
11
日
㈰
９
時

～
12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止

◦
会
場
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員

会
事
務
局
（
☎
２
２・３
１
３
１
）

　

参
加
自
由
（
無
料
）、
会
員
は

保
険
あ
り
（
年
５
０
０
円
）

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈰
８
時
、

旧
上
辺
春
小
学
校
集
合

◦
コ
ー
ス
＝
松
尾
弁
財
天

◦
問
い
合
わ
せ
＝
白
鳥
さ
ん

（
☎
３
７
・
０
０
３
８
）

　

今
回
は
「
や
り
た
い
事
を
形

に
、
そ
し
て
続
け
て
い
く
と
い
う

事
」
と
題
し
、
高
橋
茂
樹
さ
ん

（
高
橋
車
体
工
房
店
主
）
の
講
演
。

参
加
費
無
料
。
定
員
40
人

◦
日
時
＝
11
月
13
日
㈫
19
時
～

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ・ケ
ア
プ
ラ
ン
金
太
郎
（
清

水
町
商
店
街
）☎
２
４
・
９
６
５
７

　

多
世
代
交
流
事
業
。
サ
ツ
マ

イ
モ
は
新
聞
紙
で
包
む
と
こ
ろ
か

ら
始
め
ま
す
。
焼
け
る
ま
で
は
お

き
火
を
囲
ん
で
、
竹
に
巻
い
た
パ

ン
生
地
を
焼
き
ま
す
。
大
人
も
子

ど
も
と
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！
参
加

費
無
料
、
要
申
込
、
定
員
30
人
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
10
時
～

12
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
多
世
代

交
流
館
「
共
生
の
森
」（
☎
２
２
・

２
２
５
７
）

　

秋
の
夜
長
の
ひ
と
と
き
、
幾
種

類
も
の
ギ
タ
ー
が
織
り
な
す
、
県

内
唯
一
の
ギ
タ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
18
時
30

分
～

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
入
場
料
＝
千
円
（
当
日
１
２
０

０
円
）

◦
曲
目
＝
サ
ウ
ン
ド・オ
ブ・ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
、
イ
ン
・
ザ
・
ム
ー
ド
他

◦
客
演
＝
深
町
宏
（
サ
ッ
ク
ス
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
団
野
田
楽
長

（
☎
２
２
・
４
０
３
３
）

　

上
陽
町
出
身
の
ク
ラ
リ
ネ
テ
ィ

ス
トC

コ
ジ
ー

ozy-A

ア
ッ
シ
ュ

sh

と
仲
間
た
ち
の

音
楽
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
▽
１
部
13

時
30
分
～
▽
２
部
17
時
30
分
～

◦
会
場
＝
ゆ
っ
た
り
か
ふ
ぇ
ひ
と

の
き
（
広
川
町 

姫
野
病
院
２
階
）

◦
入
場
料
＝
２
５
０
０
円
（
ワ
ン

ド
リ
ン
ク
付
き
）、
学
生
１
５
０

０
円
、
幼
児
無
料
（
各
部
45
席
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
國
武
さ
ん
（
☎

０
９
０
・
９
５
８
０
・
３
８
７
５
）

◦
日
時
＝
11
月
23
日
㈷
～
25
日

㈰
９
時
～
17
時

◦
場
所
＝
八
女
伝
統
工
芸
館

◦
内
容
＝
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
、
ブ
ラ

「
い
い
な
、い
い
歯
」
週
間
、
無

料
歯
科
健
診
・
フ
ッ
素
塗
布

立
花
自
然
と
歩
こ
う
会

八
女
軽
ト
ラ
市

障
害
児
を
持
つ
親
の
サ
ロ
ン

リ
ー
ベ
ル
「
お
し
ゃ
べ
り
箱
」

第
57
回
地
域
活
動
講
演
会

焼
き
い
も
＆
竹
パ
ン
交
流
会

Ｕ
Ｇ
Ｅ
八
女
ギ
タ
ー
室
内

合
奏
団
第
47
回
定
期
演
奏
会

オ
ー
タ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
in
八
女

　春の訪れを告げる
夢たちばな観梅会
を平成 31 年 2 月
23 日 ㈯ ～ 3 月 3

日㈰に、谷川梅林に
おいて開催します。出

店を希望する人は、お申し
込みください。出店条件等
がありますので、詳しいこ
とはお問い合わせください。
◦出店募集締切＝11月 30
日㈮◦対象＝八女市内に在
住または市内に開業の事
業者◦申込・問い合わせ＝
立花町観光協会（☎ 37・
1055）

　　
　べんがら村で秋の大収穫祭を開催しま
す。楽しいイベントを多数用意しています
ので、皆さまのご来場をお待ちしています。 
◦日時＝11月17日㈯～18日㈰10時～15時
★おもなイベント内容★ 

【直売所】▽ 17 日㈯出荷者の手作りお惣
菜やごはん、採れたて野菜や果物、卵、
花を 100 円にて販売
▽ 18 日㈰採れたて野菜と農園で収穫し
たお芋のだご汁会（採れたて野菜と農園
で収穫したお芋のだご汁を用意します）

【レストラン】ランチ＆ディナーバイキン
グ 10％ OFF【ビール】べんがら村麦酒
工房飲み比べセット販売
※このほかにもさまざまなイベントを準備
しています。 
◦問い合わせ＝べんがら村（ ☎ 24・
3339）

べんがら村秋の大収穫祭

高
塚
さ
し
こ
の
会 

作
品
展

夢たちばな観梅会に
出店しませんか

11/17㈯
～18㈰
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れ
ば
初
心
者
で
も
大
丈
夫
。
一
緒

に
か
わ
い
ら
し
い
作
品
を
作
り
ま

し
ょ
う
。
詳
細
は
、
図
書
館
Ｈ
Ｐ

お
よ
び
館
内
ポ
ス
タ
ー
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
材
料
費
実
費
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈰
、
12
月
２

日
㈰
の
２
日
間
、
10
時
～
12
時

◦
会
場
＝
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
保

健
相
談
室

◦
定
員
＝
先
着
15
人

※
申
込
受
付
は
11
月
１
日
㈭
か

ら
図
書
館
全
館
に
て
受
付

◦
持
っ
て
く
る
も
の
＝
裁
縫
道

具
、
筆
記
用
具

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
立
図
書

館
黒
木
分
館
（
☎
４
２・０
４
０
０
）

　

玄
関
が
一
気
に
ク
リ
ス
マ
ス

ム
ー
ド
に
な
る
オ
シ
ャ
レ
な
ク
リ

ス
マ
ス
リ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
29
日
㈭
13
時
30

分
～
14
時
30
分　
　
　
　

◦
場
所
＝
八
女
市
黒
木
公
民
館

（
黒
木
開
発
セ
ン
タ
ー
）

◦
募
集
＝
10
人
（
先
着
順
）

◦
材
料
費
＝
２
千
円

◦
申
込
期
間
＝
11
月
１
日
㈭
～

（
日
・
祭
日
を
除
く
８
時
30
分
～

17
時
）
※
託
児
要
相
談　

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
公

民
館
（
☎
４
２
・
９
７
３
０
）

７
８
６
・
３
１
６
９
）
※
日
程
・

会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
最
新
情
報
は
木
の
住
ま

い
教
室
Ｈ
Ｐ
で
確
認
く
だ
さ
い
。

　

し
つ
け
の
で
き
て
い
な
い
犬
は

問
題
行
動
を
起
こ
し
、
飼
い
主

と
の
関
係
を
悪
く
す
る
だ
け
で
な

く
、
他
の
人
に
も
迷
惑
を
か
け
て

し
ま
い
ま
す
。
犬
と
の
良
好
な
関

係
を
つ
く
る
知
識
を
身
に
つ
け
る

た
め
、
ぜ
ひ
し
つ
け
方
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。
参
加
費
無
料

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
10
時
～

11
時
40
分

◦
場
所
＝
県
柳
川
総
合
庁
舎
別

棟
会
議
室
（
柳
川
市
三
橋
町
今

古
賀
８
‐
１
）

◦
申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
話
に
て
11
月
９
日
㈮
ま
で
に

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
25
人

に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
県
南
筑

後
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
・
保

健
衛
生
課
（
☎
０
９
４
４
・７
２
・

２
１
６
３
／
N
０
９
４
４
・７
２
・

３
０
３
５
）

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
布
の
絵

本
講
座
で
、
今
年
は
布
の
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。
興
味
が
あ

齢
者
支
援
係（
☎
２
３・１
３
０
８
）

　

こ
れ
か
ら
住
宅
を
建
て
る
人
向

け
の
勉
強
会
で
す
。
こ
の
教
室
は

11
月
か
ら
全
国
の
木
の
住
ま
い
支

援
協
会
で
開
催
さ
れ
、
全
５
回
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
、「
木
の
ソ
ム
リ

エ
」か
ら
木
の
こ
と
や
木
造
住
宅
、

家
づ
く
り
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
学
び
た
い
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
の
み
の
参
加
も
可
能
で
す
。

◦
日
程
＝
【
第
１
回
】
11
月
17

日
㈯
長
持
ち
す
る
家
は
構
造
材

か
ら
【
第
２
回
】
12
月
15
日
㈯

木
の
特
長
を
知
ろ
う
【
第
３
回
】

１
月
19
日
㈯
木
を
科
学
し
て
み

よ
う
【
第
４
回
】
２
月
９
日
㈯

木
造
住
宅
の
大
切
な
こ
と
は
何
？

【
第
５
回
】
3
月
23
日
㈯
家
づ
く

り
は
楽
し
み
な
が
ら
す
る
も
の

◦
時
間
＝
い
ず
れ
も
10
時
30
分
～

12
時
（
10
時
15
分
か
ら
受
付
）

◦
参
加
料
＝
無
料

◦
定
員
＝
12
人
（
要
申
込
、先
着
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女
研
修
棟

第
１
研
修
室

◦
講
師
＝
福
岡
県
木
の
住
ま
い
支

援
協
会
会
長
山
口
和
大
さ
ん

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
木
の
住

ま
い
支
援
協
会
（
☎
０
５
０
・
３

な
し
」
の
聞
け
る
お
子
さ
ま
も
一

緒
に
ど
う
ぞ
。

◦
日
時
＝
11
月
25
日
㈰
10
時
30

分
～

◦
場
所
＝
八
女
市
立
図
書
館
２

階
研
修
室

◦
問
い
合
わ
せ
＝
森
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
７
４
７
８
・
４
４
３
８
）

　

高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ
て

積
極
的
に
地
域
活
動
に
参
加
し
、

安
心
し
て
自
立
し
た
健
康
的
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
開
催
し
ま

す
。
多
年
に
わ
た
り
高
齢
者
福

祉
の
増
進
に
貢
献
さ
れ
た
人
へ
の

表
彰
を
行
い
ま
す
。
申
込
不
要
。

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
11
月
29
日
㈭
９
時
受

付
～
９
時
30
分
開
会

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女

◦
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
長
寿
課
高

ウ
ス
、
手
提
げ
袋
、
小
物
等
１
０

０
点
余
り
。
干
支
の
色
紙
・
ふ
き

ん
※
来
年
の
干
支
（
亥
）
の
ふ
き

ん
作
り
も
で
き
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
高
塚
さ
し
こ
の

会
代
表
岡
田
さ
ん
（
☎
２
２
・
５

３
５
６
）

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈯
13
時
～

◦
会
場
＝
石
橋
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

◦
入
場
料
＝
▽
一
般
２
５
０
０
円

▽
ペ
ア
４
５
０
０
円
▽
小
・
中
学

生
１
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
＝
森
さ
ん
（
☎
０

９
０
・
９
５
７
０
・
６
４
７
７
）

　

読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

躍
中
の
永
吉
由
美
子
さ
ん
を
迎

え
て
の
お
は
な
し
会
。
参
加
費
無

料
。
大
人
の
人
、
静
か
に
「
お
は

犬
の
し
つ
け
方
教
室

八
女
市
高
齢
者
福
祉
大
会

木
の
住
ま
い
教
室

わ
く
わ
く
♪
布
の
お
も
ち
ゃ
講
座

秋
の
お
は
な
し
会

九
州
北
部
豪
雨
コ
カ
リ
ナ

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

教
室
・
講
座

　八女市指定鍼灸院でのは
り・きゅう治療では、１回につ
き1,000 円を助成します。
※ただし、１人につき１か月７
回までです。
◦対象となる人＝▽八女市国
民健康保険に加入している人
▽八女市内にお住まいで後期
高齢者医療に加入している人
◦助成の受けかた＝被保険者
証および印鑑を八女市指定鍼
灸院に直接持参ください。
詳しいことは各鍼灸院または
市民課国保年金係（☎ 23・
1116）、公費医療係（☎ 23・
1117）までお尋ねください。

黒
木
公
民
館
講
座

「
ク
リ
ス
マ
ス
リ
ー
ス
作
り
」

はり・きゅう治療の
助成について
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て
く
れ
て
い
る
市
の
シ
ン
ボ
ル
で

も
あ
る
「
飛
形
山
」
を
き
れ
い
に

し
ま
せ
ん
か
。
当
日
は
、
昼
食
に

だ
ん
ご
汁
・
お
に
ぎ
り
を
準
備
し

て
い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
２
日
㈰
９
時
30

分
～

◦
場
所
＝
飛
形
自
然
公
園

◦
内
容
＝
公
園
内
の
下
草
取
り
・

ご
み
拾
い
・
樹
木
へ
の
肥
料
散
布

な
ど

◦
募
集
締
切
＝
11
月
16
日
㈮

◦
持
参
品
＝
草
刈
機
・
鎌
・
な
た
・

の
こ
ぎ
り
な
ど
（
お
持
ち
の
人
は

ご
協
力
く
だ
さ
い
）。

作
業
し
や
す
い
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
立
花
支

所
産
業
経
済
課
商
工
観
光
係

（
☎
２
３
・
４
９
４
１
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
歩
こ
う
会

吉
岡
さ
ん
（
☎
０
９
０
・
５
９
２

５
・
１
０
０
３
）

◦
日
に
ち
＝
12
月
３
日
㈪

◦
見
学
先
＝
人
吉
市
高
橋
酒
造

白
岳
伝
承
蔵
、
釜
田
醸
造
所
み

そ
・
醬
油
蔵
、
国
宝
青
井
阿
蘇

神
社
参
拝
、
人
吉
城
跡
～
繊
月

酒
造
散
策

◦
募
集
人
員
＝
45
人

◦
参
加
費
用
＝
６
５
０
０
円

◦
乗
車
場
所
＝
黒
木
町
お
よ
び
八

女
市
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
黒
木
町
観
光
協

会
（
☎
４
２
・
９
１
９
０
）

　

日
頃
よ
り
、
私
た
ち
を
見
守
っ

　

各
回
と
も
自
由
に
参
加
で
き

る
『
誰
で
も
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
塾
』

の
第
４
回
目
は
、
使
え
ば
使
う
ほ

ど
に
光
沢
が
出
て
き
て
、
飽
き
ず

に
長
く
使
え
る
革
の
小
物
（
お
財

布
兼
カ
ー
ド
入
れ
）
の
手
づ
く
り

体
験
で
す
。
革
の
材
料
や
道
具

等
に
つ
い
て
初
歩
か
ら
て
い
ね
い

に
教
え
、
小
物
入
れ
を
約
２
時
間

ほ
ど
で
製
作
し
ま
す
。
従
来
の
手

作
業
の
ほ
か
、職
業
用
ミ
シ
ン
（
エ

ク
シ
ム
プ
ロ
・
極
）
を
活
用
す
る

な
ど
、
工
程
作
業
の
簡
略
化
に
つ

い
て
も
工
夫
し
て
い
ま
す
。
チ
ラ

シ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

◦
日
時
＝
12
月
８
日
㈯
13
時
30

分
～
15
時
30
分

◦
場
所
＝
西
公
民
館
１
号
室

◦
講
師
＝FIFTH W

O
RKS 

LEATHER & CO
FFEE

松
平
真

輔
さ
ん

◦
受
講
料
＝
無
料
（
材
料
費
３

千
円
）

◦
定
員
＝
10
人
（
要
申
込・抽
選
）

◦
申
込
期
間
＝
11
月
１
日
㈭
～

11
月
15
日
㈭
、
日
・
祝
日
除
く

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市
西

公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
／

qyam
e_nishikoum

inkan@
w

it.ocn.ne.jp

◦
日
時
＝
11
月
24
日
㈯
10
時
30

分
（
清
水
町
駐
車
場
集
合
）

◦
場
所
＝
春
日
市
ク
ロ
ー
バ
ー
プ

ラ
ザ

◦
内
容
＝
▽
男
女
共
同
参
画
表

彰
式
▽
元
内
閣
府
男
女
共
同
参

画
局
長
名
取
は
に
わ
さ
ん
に
よ
る

講
演
会
▽
県
民
企
画
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど 

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
17
人
（
定
員
を
超
え
た

場
合
は
抽
選
）
11
月
14
日
㈬
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共

同
参
画
推
進
課
（
☎
２
３
・
１
３

１
４
）

　

歩
き
や
す
い
服
装
、
雨
具
・
タ

オ
ル
・
飲
料
水
持
参
で
参
加
く

だ
さ
い
。雨
天
決
行
。申
込
不
要
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈰
８
時
、
八

女
伝
統
工
芸
館
前
集
合
・
出
発

◦
コ
ー
ス
＝
く
つ
ろ
ぎ
の
森
グ

リ
ー
ン
ピ
ア
八
女
「
森
林
セ
ラ

ピ
ー
基
地
」
の
約
５
㎞

◦
参
加
費
＝
会
員
外
は
２
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
）

　

解
雇
、
雇
止
め
、
セ
ク
ハ
ラ
等

の
労
働
問
題
に
関
す
る
相
談
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。（
※
相
談
無

料
、
予
約
不
要
、
秘
密
厳
守
）

◦
日
時
＝
11
月
11
日
㈰
10
時
～

18
時

◦
相
談
方
法
＝
面
談
ま
た
は
電
話

◦
相
談
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
福

岡
県
筑
後
労
働
者
支
援
事
務
所

（
☎
０
９
４
２
・
３
０
・
１
０
３
４
）

福
岡
県
久
留
米
総
合
庁
舎
１
階

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴

力
、
職
場
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
で

西
公
民
館
講
座
「
誰
で
も
ハ
ン

ド
メ
イ
ド
塾
」
④

飛
形
山
愛
樹
祭
参
加
者

産
業
観
光
見
学
ツ
ア
ー

労
働
ト
ラ
ブ
ル
相
談
会

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ

ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

八
女
歩
こ
う
会

「
黒
木
町
森
林
ウ
オ
ー
ク
」

あ
す
ば
る
男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー

ラ
ム
２
０
１
８
バ
ス
ツ
ア
ー

臨時職員（保育所保育士）募集
応募に基づき登録し、必要に応じて任用します。
◦応募資格＝保育士資格を有し、「保育士証」
の交付を受けている人◦提出書類＝八女市
臨時職員登録申込書、保育士証（写）◦勤
務形態＝日々雇用（１日勤務、午前のみ、午
後のみ勤務の３種類）◦賃金＝7,400 円（１
日勤務）3,600 円（午前勤務）4,500 円（午
後勤務）◦通勤手当＝２㎞以上有◦勤務場
所＝八女市立（福島、長峰、北山）保育所
◦申込・問い合わせ＝子育て支援課こども未
来係（☎２４・８８１４）

平成 31年度学童保育所運営団体募集
　上陽北汭学園区学童保育所を運営する団
体を募集します。詳細は「八女市上陽北汭
学園区学童保育所運営業務委託事業者募集
要項」をご覧ください。八女市ホームページ
にも掲載しています。
◦委託する学童保育所＝上陽北汭学園区学
童保育所（上陽北汭学園敷地内）◦委託期
間＝平成 31年 4 月1日～平成 36 年 3 月31
日◦応募資格＝県内に住所を有する法人ま
たは団体（その他募集要項に記載）◦募集
期間＝11月1日㈭～ 11月22日㈭
◦問い合わせ＝子育て支援課こども保育係

（☎２３・１３５１）

保育士・学童保育所運営団体募集
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悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
。
福
岡
法
務

局
で
は
全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間
を
実

施
し
、
女
性
か
ら
の
人
権
に
関
す

る
あ
ら
ゆ
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◦
期
間
＝
11
月
12
日
㈪
～
18
日

㈰
▽
平
日 

８
時
30
分
～
19
時
▽

土
日 

10
時
～
17
時

◦
相
談
電
話
＝
（
☎
０
５
７
０
・

０
７
０
・
８
１
０
）
全
国
共
通

※
強
化
週
間
以
外
で
も
、
女
性

の
人
権
に
関
す
る
電
話
相
談
を

平
日
8
時
30
分
～
17
時
15
分
ま

で
（
そ
れ
以
外
は
留
守
番
電
話

対
応
）
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
法
務
局
人

権
擁
護
部
（
☎
０
９
２
・７
３
９
・

４
１
５
１
）

　

11
月
12
日
か
ら
25
日
は
「
女

性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運

動
」期
間
で
す
。
夫・パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、性
犯
罪
、売
買
春
、

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
等
は
女
性
に
対

す
る
暴
力
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ

れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
八

女
市
で
は
「
や
め
女
性
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
専

門
の
女
性
相
談
員
が
電
話
で
対

応
し
ま
す
。秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電
話

料
金
が
か
か
り
ま
す
。
一
人
で
悩

ま
ず
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦
相
談
電
話
＝
０
９
２
・
５
１
３
・

７
３
３
７

◦
受
付
時
間
＝
月
～
金
10
時
～

17
時
※
祝
日
、
12
月
29
日
～
１

月
３
日
は
除
く
。

　

交
通
事
故
解
決
ま
で
の
流
れ
、

保
険
請
求
手
続
、
後
遺
症
認
定

申
請
手
続
な
ど
に
つ
い
て
行
政
書

士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
相
談

し
た
い
交
通
事
故
に
関
す
る
資
料

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。予
約
不
要
。

◦
日
時
＝
11
月
17
日
㈯
10
時
～

16
時

◦
場
所
＝
石
橋
文
化
会
館
２
階

（
久
留
米
市
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
行
政
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
６
４
１
・
２
５
０
１
）

　

福
岡
県
で
は
、
認
知
症
の
人

や
そ
の
家
族
が
抱
え
る
認
知
症

に
関
す
る
介
護
の
悩
み
ご
と
に
対

し
て
、
電
話
ま
た
は
面
談
に
よ
る

無
料
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま

す
。
相
談
内
容
の
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
電
話
の
場
合
、
通
常
の

通
話
料
金
が
か
か
り
ま
す
。

◦
相
談
日
時
＝
水
・
土
曜
の
11
時

～
16
時
（
面
談
は
要
予
約
）

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）
☎

０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
０

　

福
岡
県
で
は
若
年
性
認
知
症

の
人
や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
医

療
・
福
祉
・
就
労
な
ど
に
関
し

て
電
話
ま
た
は
面
談
（
要
予
約
）

に
よ
る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
秘
密
厳
守
。

◦
相
談
日
時
＝
火
～
土
曜
の
10

時
～
16
時

◦
場
所
・
問
い
合
わ
せ
＝
ク
ロ
ー

バ
ー
プ
ラ
ザ
（
春
日
市
原
町
）

☎
０
９
２
・
５
７
４
・
０
１
９
６

　　

介
護
福
祉
士
か
介
護
関
係
研

修
課
程
修
了
者
で
介
護
分
野
に

就
業
し
て
い
な
い
人
対
象
。
定
員

20
人
、
参
加
費
無
料
。

◦
日
時
＝
11
月
18
日
㈰
、
25
日

㈰
、
12
月
９
日
㈰
（
３
日
間
）

13
時
～
16
時

◦
会
場
＝
久
留
米
リ
サ
ー
チ
パ
ー
ク

◦
内
容
＝
介
護
技
術
の
復
習
や

施
設
見
学
等

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
社
会
福
祉
協

議
会
（
☎
０
９
２
・
５
８
４
・
３

３
１
０
）

　

受
講
料
無
料
、
教
科
書
代
等

実
費
。
希
望
者
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
（
定
員
）
＝
機
械
も
の

づ
く
り
科
※
若
年
者
訓
練
コ
ー
ス

⑿
、
電
気
設
備
施
工
科
⒅

◦
募
集
期
間
＝
11
月
５
日
㈪
～

11
月
28
日
㈬

◦
訓
練
期
間
＝
１
月
８
日
～
６
月

26
日
（
６
か
月
）

◦
試
験
日
＝
12
月
５
日
㈬

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
所
（
☎
０
９

５
２
・
２
６
・
９
５
１
６
）

　

４
月
期
入
校
生
を
募
集
。
受

講
料
無
料
、
教
科
書
代
等
実
費
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
科
＝
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
、

自
動
車
整
備
科
、
建
築
科

◦
募
集
締
切
＝
11
月
26
日
㈪

◦
試
験
日
＝
12
月
４
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
２
・
３
２
・
８
７
９
５
）

　

利
用
し
た
い
人
は
必
ず
「
利
用

者
の
会
」に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

参
加
に
は
事
前
に
団
体
登
録
が

必
要
で
す
。

◦
12
月
利
用
者
の
会
＝
11
月
17

日
㈯

◦
時
間
・
学
校
名
＝
▽
13
時
30

分
～
（
福
島
小
、
長
峰
小
、
福

島
中
）▽
14
時
15
分
～（
八
幡
小
、

岡
山
小
、西
中
）
▽
15
時
～
（
上

妻
小
、
三
河
小
、
南
中
）
▽
15

時
45
分
～
（
忠
見
小
、
川
崎
小
、

見
崎
中
、
上
陽
北
汭
学
園
）

◦
会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体

育
館
（
☎
２
４
・
１
２
３
０
）

交
通
事
故
無
料
相
談
会

や
め
女
性
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

福
岡
県
認
知
症
介
護
相
談
窓
口

県
立
久
留
米
高
等
技
術
専
門
校

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
佐
賀

介
護
の
お
仕
事
復
帰
セ
ミ
ナ
ー

若
年
性
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー

就
業
支
援

小
・
中
学
校
の
体
育
施
設
利
用

地
雷
撤
去
の
た

め
「
書
き
損
じ

た
は
が
き
」
を

集
め
て
い
ま
す

　カンボジアでの地雷被害を一刻
も早くなくすため、書き損じはが
き等を集めて換金し、地雷撤去団
体へ寄付をしています。はがき 3
枚が 1㎡の地雷原の撤去費用に変
わります。ご協力をお願いします。
◦対象品＝書き損じ・未使用のは
がき、未使用の切手、未使用のテ
レホンカード
◦送付先＝〒 814-0002 福岡市早
良区西新 1-7-10-702 カンボジア
地雷撤去キャンペーン事務局

カンボジア地雷撤去キャンペー
ン事務局（☎092・833・7575）
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清
潔
で
美
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
、
空
き
缶
・
空
き
び
ん

（
散
乱
ご
み
を
含
む
）
の
回
収
を

行
い
ま
す
。
ご
近
所
お
誘
い
あ
わ

せ
の
上
、ご
参
加
く
だ
さ
い
。（
八

女
市
環
境
衛
生
協
議
会
主
催
）

◦
期
日
＝
11
月
18
日
㈰

◦
集
合
場
所
＝
【
八
女
地
区
】

▽
福
島
＝
市
役
所
▽
そ
の
他
＝
各

行
政
区
【
黒
木
全
地
区
・
立
花

全
地
区
・
上
陽
地
区
・
矢
部
地
区
】

＝
各
行
政
区
【
星
野
地
区
】
＝

各
地
区
集
会
所

※
各
地
区
に
よ
っ
て
集
合
時
間
、

場
所
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

隣
組
回
覧
を
ご
覧
に
な
る
か
、
各

行
政
区
長
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
者
に
は

参
加
賞
を
配
付
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
協
議
会
事
務

局
本
庁
環
境
課
（
☎
２
３
・
１
４

６
２
）
▽
黒
木
支
所
（
☎
４
２
・

１
４
６
３
）
▽
立
花
支
所
（
☎
２

３・４
９
３
３
）
▽
上
陽
支
所
（
☎

５
４
・
２
２
１
８
）
▽
矢
部
支
所

（
☎
４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野

支
所
（
☎
５
２
・
３
１
１
３
）

　

12
月
１
日
、
全
国
で
住
生
活

総
合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。
住

生
活
の
安
定
・
向
上
に
係
る
総

合
的
な
施
策
を
推
進
す
る
上
で

必
要
な
調
査
で
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
対
象
＝
10
月
に
実
施
し
た
住

宅
・
土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た

だ
い
た
世
帯
の
中
か
ら
抽
出
さ
れ

た
世
帯

◦
調
査
方
法
＝
調
査
の
対
象
と
な

る
世
帯
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら
ポ

ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査
票
を
配

布
し
、
郵
送
・
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

り
回
収
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
平
成
30
年
住
生

活
総
合
調
査
事
務
局
（
☎
０
１

２
０
・
４
６
７
・
０
６
０
）

　

労
働
者
（
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
を
含
む
）
を
一
人
で
も
雇
っ
て

い
る
事
業
主
は
、
労
働
保
険
（
労

災
保
険
・
雇
用
保
険
）
に
加
入

す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
ま
だ
加
入
手
続
き

が
済
ん
で
い
な
い
場
合
は
、
所
轄

の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
加
入
手
続
き

を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
労
働
局

（
☎
０
９
２
・
４
３
４
・
９
８
３
５
）

　

警
察
で
は
、
11
月
中
に
指
名

手
配
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
向
け

た
取
り
組
み
を
行
な
い
ま
す
。「
指

名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を

見
か
け
た
」
と
い
っ
た
、
ど
ん
な

わ
ず
か
な
情
報
で
も
結
構
で
す
。

警
察
に
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
警
察
署
刑

事
課
（
☎
２
２
・
５
１
１
０
）

11
月
は
「
労
働
保
険
適
用
促

進
強
化
月
間
」
で
す

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
生
活
総
合
調
査

第
39
回
空
き
缶・空
き
び
ん（
散

乱
ご
み
）
回
収
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

火災出火件数  1件 （26件）
救急出動件数 235件 （2,462件）
救急搬送人数 226人 （2,380人）

人身事故発生件数 32件 （262件）
傷　　者 44人 （327人）
死　　者 0人 （  2人）

※（　）内は 1 月からの累計

人口 63,922 (-73）
男 30,179  (-15)
女 33,743  (-58)

世帯数 24,804  (-11)
　※（　）内は前月比

出生 32 人 死亡 65 人
転入 88 人 転出 128 人

▼ 9 月の交通事故の状況

▼ 9 月の火災・救急の状況▼人口と世帯（9 月30日現在）

▼ 9 月の異動

納期限・口座振替日は11月30日㈮
納税は、安全便利な口座振替をご利用ください。
納期限内の納付にご協力ください。遅れると督
促状が発送され督促料や延滞金が発生します。
※納付書の再発行は担当課へご連絡ください。

◦国民健康保険税（5 期）
◦後期高齢者医療保険料（5 期）
◦介護保険料（5 期）
◦住宅使用料（11 月）
◦保育料（11 月）

11月に
納める
もの

【第 36 回絣の里巡りin 筑後】◦日時＝
11/10 ㈯ 9:00 ～ 17:00、11 ㈰ 9:00 ～
16:00 ◦場所＝熊野区公民館◦問＝筑
後市観光協会（☎ 0942・53・4229）

【第 8 回まかない飯グランプリ】◦日時
＝11/18 ㈰ 9:30 ～ 17:00 ※チケット販
売 9:00 ～◦場所＝筑後広域公園◦問
＝商工会議所（☎ 0942・52・3121）

【卑弥呼の火祭り】◦日時＝11/23 ㈷
午後～ 24 ㈯日中◦場所・問＝九州芸
文館（☎ 0942・52・6435）

【白秋祭水上パレード】◦日時＝11/1
㈭～ 3 ㈷ 18:00 ～ 21:00◦場所＝川下
りコース◦問＝柳川市観光案内所（☎
0944・74・0891）

【秋の柳川ひまわり園】◦日時＝11/3
㈷～11日㈰の土日祝 10:00 ～17:00◦
場所＝柳川ひまわり園◦問＝むつごろ
うランド（☎ 0944・72・0819）

【CRAFTMAN'S DAY】◦日時＝ 11/2
㈮～ 4 ㈰ 10:00 ～◦場所＝大川産業
会 館他◦問＝大 川 TERRAZZA（ ☎
0944・87・0923）

【まるごとみやま秋穫祭】◦日時＝
11/24 ㈯・25 ㈰ 9:30 ～◦場所＝みや
ま市役所駐車場周辺◦問＝市商工観光
課 ( ☎ 0944・64・1523）

【道の駅おおき 秋の実り感謝祭】◦日
時＝11/3 ㈷ 10:00 ～16:00◦場所・問
＝道の駅おおき（☎ 0944・75・2150）

【第 27 回ひろかわ古墳まつり】◦日時
＝ 11/11 ㈰ 9:00 ～ 15:00 ◦場所＝石
人山・弘化谷古墳公園◦問＝同実行委
員会（☎ 32・5555）

みやま市

大木町

広川町

大川市

柳川市

福岡県の最低賃金が平成 30 年
10 月1日から改正されました。
１時間 814 円（25円アップ）
使用者も労働者も必ず最低賃
金を確認しましょう。

福岡県最低賃金額
改定のお知らせ

福岡労働局（☎092・411・4578）

11月25日㈰  旧中村内科医院→ 新 岡村医院（立花町）☎23・2770在宅医当番の変更
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予約

無料法律相談
◦11 月15 日㈭ 、12 月 6 日㈭／ 相談
　13:00 ～16:00 ／場所・法務局八女支
　局（収入等一定額以下等の条件あり）
　※予約・法テラス福岡☎ 050・
　3383・5502（平日9:00 ～ 17:00）
 ◦11 月 9 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／社会福祉会館※予約☎ 23・0294
◦11月16 日㈮ 13:30 ～ 16:00　
　／ふじの里（黒木）※予約☎ 42・2131
◦11 月16 日㈮ 10:00 ～ 12:00 ／八女
　商工会議所※予約☎ 22・5161
男女共同参画推進支援委員相談
◦11月8日㈭ 13:30 ～ 16:30
　※予約・男女共同参画推進課
　☎23・1314
女性相談（働く女性の家☎37・1522）
◦11月20日㈫ 9:30 ～ 11:30
　／働く女性の家（立花）
なんでも人権相談（法務局☎23・2603）
◦11月2日㈮13:00 ～ 16:00
　／社会福祉会館
行政相談（総務課☎23・1111）
◦11月1日㈭ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月13日㈫ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月21日㈬  9:30 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月5日㈪ 13:30 ～ 16:00
　／立花市民センター 2階
司法書士相談（社協☎23・0294）
◦11月16日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／社会福祉会館
◦11月9日㈮ 13:30 ～ 16:00
　／ふじの里（黒木）
心配ごと相談（社協☎23・0294）
◦11月7日㈬、21日㈬
　13:30 ～ 16:00 ／社会福祉会館
◦11月21日㈬ 9:30 ～ 12:00　
　／ふじの里（黒木）
◦11月28日㈬ 13:30 ～ 16:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月14日㈬ 9:30 ～ 12:00
　／かがやき（立花）

日本政策金融公庫相談会
◦11月2日㈮13:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
定例税務相談会
◦11月12日㈪10:00 ～ 15:00
　／八女商工会議所 
経営支援相談会
◦11月19日 ㈪13:30 ～ 16:30 ／ 八
女商工会議所 ※予約☎22・5161
補聴器の修理と相談

（福祉課☎23・1335）
◦11月20日㈫ 13:00 ～ 14:30
　／八女市役所
◦11月8日㈭ 9:00 ～ 10:00
　／地域福祉センター（上陽）
◦11月9日㈮・20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／ふじの里（黒木）
◦11月20日㈫ 10:00 ～ 12:00
　／かがやき（立花）
◦11月22日㈭ 10:00 ～ 12:00
　／星野支所
生活困窮者の自立支援相談

（福祉課生活支援係☎23・1350）
生活保護に至る前のさまざまな事情
で困っている方はご相談ください。
◦ 月～金 8:30 ～ 17:00
年金相談
久留米年金事務所のお客様相談室へ。
予約をすれば待ち時間が少なくなりま
す。※基礎年金番号をお知らせください。
◦ 月曜（休日の場合は翌日） 8:30 ～

19:00 ／火曜～金曜8:30 ～ 17:15 ／
毎月第2土曜日9:30 ～ 16:00

　※予約（☎0942・33・6215）
家庭児童相談室
◦平日 9:30 ～ 16:00 ／
　市役所内※予約（☎23・1448）
　黒木支所内※予約（☎42・1800）
こころの健康相談

「気が落ち込む」「家族の飲酒問題」「子
どもが引きこもり」などの心配事は一人
で考えず、専門家に相談してください。
◦ 第1 ～第4月曜日 14:30 ～ 16:00 ／

南筑後保健福祉環境事務所分庁舎
（八女総合庁舎）

　※予約☎0944・72・2176
弁護士多重債務・労働問題・DV被害相談
◦ 毎週火曜 13:30 ～ 16:00 ／社会福祉

会館※予約☎0942・30・0144
消費生活相談（来訪または電話相談）
◦ 月～金曜 8:30 ～ 16:30 ／八女市消

費生活センター (市役所内）
　　☎23・1183
◦ 毎週水曜 9:00 ～ 16:00 
　／黒木支所 ☎42・1111
消費生活無料法律相談
◦11月20日㈫ 13:00 ～ 16:00 ／八女市
　消費生活センター※予約 ☎23・1183

教育相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00 ／八女市教育委

員会☎0120・784・110
教育相談
◦ 無休・24時間受付／南筑後教育事

務所※予約☎0942・52・4949
養育費相談
◦ 平日9:00 ～ 17:00、 第1・ 第3土日

9:00 ～ 16:00 ／ひとり親サポートセ
ンター☎092・584・3931

やめ女性ホットライン
◦ 平日10:00～17:00 ／☎092・513・7337
難病ホットライン
◦ 平日8:30 ～ 17:15 ／南筑後保健福祉

環境事務所（☎0944・72・2610）

電 話 相 談

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

予約

相談はお気軽にどうぞ

◦八女地域包括（本庁内）　     ☎23・1203
◦黒木地域包括（黒木支所内）  ☎42・1119
◦立花地域包括（立花支所内）  ☎24・8922

◦上陽地域包括（上陽支所内）  ☎24・8315
◦矢部地域包括（矢部支所内）  ☎24・9011
◦星野地域包括（星野支所内）  ☎24・8212

高齢者総合相談窓口
（平日8:30 ～ 17:15）
【地域包括支援センター】

献血にご協力ください
◦問い合わせ＝八女市献血推進協議
　会（☎２３・０２９４）

【上妻地区】
◦日時＝11月16日㈮
　10:00 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30
◦場所＝八女市総合体育館

【黒木地区】
◦日時＝11月16日㈮
　10:00 ～ 12:30、13:30 ～ 15:30
◦場所＝ふじの里（黒木）
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おたんじょうびおめでとう

らいくんお誕生日おめで
とう。たくさん食べて大
きくなってね。

安徳 獅
らいおう

旺ちゃん

Ｈ29年11月1日生（室岡）

実莉 1 歳おめでとう♡お
兄ちゃんと仲良くすくすく
育ってね。

大久保 実
み の り

莉ちゃん
Ｈ29年11月7日生（津江）

いつもニコニコ笑顔のと
うまくん♡元気に大きく
なってね♪

松尾 灯
と う ま

真ちゃん

Ｈ29年11月24日生（蒲原）

1 歳おめでとう！れいちゃ
んとお兄ちゃんはパパと
ママの宝物だよ♡

中村 れいちゃん

Ｈ29年11月25日生（前古賀）

1 歳おめでとう♡♡お姉
ち ゃ ん と 仲 良 く 元 気 に
育ってね♡

平木 綾
あ み

心ちゃん

Ｈ29年11月12日生（南馬場）

お誕生日おめでとう！お
姉ちゃんと仲良く元気
いっぱい育ってね。

川口 由
ゆ う か

華ちゃん

Ｈ29年11月2日生（蒲原）

たくさん泣き笑い色んな
事にチャレンジして自分
の好き♡をみつけてね

助廣 玲
れ い な

愛ちゃん

Ｈ29年11月4日生（馬場）

お誕生日おめでとう！元
気に育ってくれてありが
とう。大好き♡♡

上村 健
けんしん

心ちゃん

Ｈ29年11月13日生（本）

琉心♡
こ れ か ら も 笑 顔 で お 兄
ちゃんと仲良くね♡♡

甲斐田 琉
りゅうしん

心ちゃん

Ｈ29年11月26日生（蒲原）

１歳おめでとう！沢山の
幸せと素敵な出会いがあ
りますように♡

真子 結
ゆ い か

楓ちゃん

Ｈ29年11月27日生（吉田）

お誕生日おめでとう♡こ
れからも変わらず可愛い
笑顔を見せてね！

田中 柚
ゆ ず は

巴ちゃん

Ｈ29年11月16日生（蒲原）

だぁだぁだぁ !! お喋り大
好きな奈々心ちゃん。元
気にすくすく育ってね。

東 奈
な な み

々心ちゃん

Ｈ29年11月5日生（忠見）

1歳おめでとう♡お姉ちゃ
んといっぱい遊んで食べ
て大きくなってね！

井手 梨
り お な

央奈ちゃん

Ｈ29年11月6日生（吉田）

1 歳おめでとう♡活発女
子の杏ちゃん！これから
も元気に育ってね♡

白水 杏
あ ん な

奈ちゃん

Ｈ29年11月20日生（馬場）

お誕生日おめでとう！た
くさんの笑顔と幸せをあ
りがとう♡

中島 凌
り く

空ちゃん

Ｈ29年11月21日生（黒土）

いつも元気な壮良！私た
ちの宝物だよ♡ 1 歳のお
誕生日おめでとう。

倉員 壮
そ ら

良ちゃん

Ｈ29年11月7日生（平田）

　
先
月
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
美
術
大
学
（SVA

）
の
シ
ン
ク

レ
ア
・
ス
ミ
ス
教
授
と
、
世
界
で
活
躍
す
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
５
人

が
本
市
に
一
週
間
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
世
代
を
超
え

て
引
き
継
が
れ
る
八
女
伝
統
工
芸
の
匠
の
技
に
直
に
触
れ
て
い

た
だ
き
、
新
商
品
の
開
発
に
繋
げ
る
「
コ
ラ
ボ
事
業
」
と
し
て

実
現
し
た
も
の
で
す
。
▼
教
授
は
デ
ィ
ズ
ニ
ー
や
マ
イ
ク
ロ
ソ

フ
ト
社
の
製
品
デ
ザ
イ
ン
な
ど
実
績
豊
富
で
、
同
行
者
も
数
々

の
受
賞
歴
を
持
ち
「
最
も
影
響
力
の
あ
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ
ー
１

０
０
人
」
に
選
ば
れ
た
宇
多
川
信
学
氏
や
、
名
車
キ
ャ
デ
ラ
ッ

ク
の
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
手
掛
け
る
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ど
超
一
流
の

方
ば
か
り
。
八
女
市
に
と
っ
て
ま
さ
に
千
載
一
遇
の
好
機
と
な

り
ま
し
た
。
▼
一
行
は
和
紙
、
提
灯
、
久
留
米
絣
、
弓
矢
、
漆
、

宮
殿
、
錺
金
具
、
石
灯
籠
、
独
楽
、
蒔
絵
等
の
工
房
を
巡
り
、

各
職
人
か
ら
ま
ち
の
風
土
や
歴
史
、
工
芸
の
成
り
立
ち
や
背
景

等
も
学
ば
れ
ま
し
た
。
八
女
の
職
人
の
、
も
の
づ
く
り
へ
の
真

摯
な
取
り
組
み
と
類
稀
な
技
術
は
高
く
評
価
さ
れ
、
具
体
的
な

商
品
化
に
向
け
て
真
剣
で
深
い
議
論
が
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い

ま
す
。
▼
こ
の
事
業
は
、
八
女
伝
統
工
芸
の
新
た
な
未
来
を
切

り
拓
く
挑
戦
で
す
。「M

ade in YAM
E

」
の
文
字
が
刻
ま
れ

た
商
品
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
近
代
美

術
館
（M

oM
A

）
で
採
用
さ
れ
世

界
中
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
八
女
伝
統
工
芸
の
技
と

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の

融
合
。
八
女
の
名
を
世
界
に
発
信
で

き
れ
ば
！
と
夢
を
大
き
く
膨
ら
ま
せ

て
い
ま
す
。

温故知新。
伝統工芸の
未来への挑戦

㊿市長コラム

満１歳のお子さまの写真を募集していま
す（ただし、市内に住民登録があるか実
際に住んでいる人に限る）。氏名・生年月
日・住所・簡単なコメント（30字以内）・
電話番号を添えて、誕生日前月の7日まで
に直接お持ちいただくか、郵送でお申し
込みください。応募多数の場合は先着順
となります。●申し込み＝企画政策課秘
書広報係（☎23・1110）

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。

編
集
後
記■編集・発行 八女市役所企画政策課秘書広報係

〒834-8585 福岡県八女市本町647番地
TEL 0943・23・1110  FAX 24・8083
■URL：http://www.city.yame.fukuoka.jp/　

※この広報紙は竹パルプ10％配合の環境に配慮した紙を使用しています

災害からあなたを守る防災ラジオ 八女市の防災情報は FM八女【80.1MHz】
を通じて放送します。
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▼
11
月
3
日
の
旭
座
人
形
芝
居

本
公
演
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
、保
存
会
の
皆
さ

ま
か
ら
の
ご
指
導
や
映
像
を
見

て
練
習
し
て
い
ま
す
。
関
わ
る
皆

さ
ま
の
想
い
を
大
切
に
、
精
一
杯

務
め
た
い
と
思
い
ま
す
。（
Ｙ・Ｙ
）

▼
実
り
の
秋
を
迎
え
、今
月
は
市

内
各
所
で
秋
祭
り
が
開
催
さ
れ

ま
す
。地
域
ご
と
に
育
ま
れ
た
個

性
あ
る
イ
ベ
ン
ト
を
楽
し
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｓ
）

▼
八
女
の
伝
統
工
芸
と
Ｎ
Ｙ

の
コ
ラ
ボ
事
業
、
八
女
の
伝
統

工
芸
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
私
に

と
っ
て
も
、
ど
ん
な
作
品
が
誕

生
す
る
の
か
と
て
も
楽
し
み
で

す
。（
Ｋ
・
Ｓ
）




